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、
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澤
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第一表 被検者一覧表:
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著

後
藤
H
腸
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核
ノ
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究

分類 姓 名 性 年齢
肺 ノ レ ン 腸 ノ レ ン

其他ノ結核性
攣化

診 断
{

トゲ ン所
一 一_

トゲ ン所

亮 一一帥　 見

♂150 ++1肺 結核、腸結核1

重
症
腸
結
核
患
者

柵
1。.♂ …)

十十
一一 一

十
一一 一

十十

++肺 結核、腸結 核一
舎 28 柵 諜 ‡}腸 徽 肺尖加観一

　 一
♀

一
30

一一一一1
++1頸 部淋巴腺十 肺結 核、腸結核

飢

♂
一

一♀.・

30

18

隔子 膏

一9一

十十

・冊 肋
._1

一

十十 肺結核、腸結 核一
'一一_ 一

帯
}一 一{一 一

_世

卦

一一一一一一
1肋 膜 十

++肺 結核、腸結 核腹 膜 十

一 亀

一一一一 『

月莫 十 勝 結 冷亥、 月市結 率亥一
1

一♀一32

♂124

「一帯1 農 灘1腸 骸 肺徽1一 一 一 一一 一一

十 柵1腹 膜 十 腸結核、結核性腹膜 炎

十 柵 腹 膜++腸 結核、結核性腹膜炎1一 ♂ 房
♀

一

511±1++腹 膜 十 腸 結 核一
τ

一 一 一 一

17,++i+卜 肋 膜 十 肺 結 核 、 腸 結 核一
♀ 24十 十

一

++脾 腹++結 核性腹膜炎、腸結核一
♂ 1S… 十一 一一

± 廻盲腸部初期結核、肺尖 加答 見
8

♂

一
1gl+ 十 肋 膜 十十 右側癒着肋膜炎一

♀
『
3gi+ 十 腸結核、肺尖加答児一

♂
127

1十 十 腸 結 核

軽

症

腸

結

核

患

者

一 ♀20+ +腹 膜 十}腸 結 核
」

一 ♂29 ±
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九
二
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万
26
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結
核
性
慢
性
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♂
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一♂

舎
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♀

■■■i
■■■

± 十1 1廻 盲腸部結核

± 十 肋 膜 ± 腸 結 核

34 ±
　

291十

十十 腸 結 核

十 腹 膜++ 結核性腹膜炎
18

48

51

34

蕊

十十 十 肺 結 核

± 1胃 潰瘍 ～(慢性下痢)

糖 尿病(慢 性 下痢)

±

32十

5gl一

一 肋 膜 十

34

31

52

50

55
'

58

541

±

十

一 肋 膜 ±

1慢 性便 秘

慢 性腸加答 児

慢性大腸加答 児

1胃癌(慢 性下痢)
1直 腸癌(慢 性下痢)

;移 動性盲腸

i肺 尖加答 児.慢 性腸加答児

慢性腸加答:見

糖尿病、慢性腸加答児

十二指腸周 園炎

慢性 胃腸加答 児

備 考 、(一)・ ・結 核 性攣 化 ノ無 キ ヲ示 シ、(十)一(鼎)ハ 結 核 性 攣 化 ノ程 度 ヲ示 ス
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。
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膳
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〇
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≧

§

弓胃

9

ヲ
推
賞

シ
テ

ヰ

ル
。

余

ハ
最

モ
廣

ク
用

ヒ
ラ

ル

・

一
%

勺
冨
コ
。
言
窪
巨

Φ
ぎ

酒

精
液

ヲ
以

テ
指
示
藥

ト

シ
タ
。

遊
離

璽
酸

測
定

上

ノ
指

示

藥

ト

シ
テ

ハ

Ω
蜜

Nぴ
母
σq
導
O
O
亮

。
8
計

言
①
子
覧
く
団・
一Φ罫

∪
ぎ
簿
ξ
剛9ヨ
凱
8
N。
ぴ
①壽
9

等

ガ
畢

ゲ

ラ

レ
テ
ヰ

ル
ガ
、

余

ハ
○

・
五
%

O
ぎ
簿
ξ

冨
ヨ
凶山
8
N。
げ
窪
N・
一
酒

精
液

ヲ
用

ヒ
タ
。

滴
定

ニ

ハ
何

レ
モ
N
一10
苛

性
曹

達
液

ヲ
以

テ

シ
、

其
消

費

量

ヲ
胃
液

一
〇
〇

蝿

二
換
算

シ
タ
耗
数

ヲ
以

テ
、
総
酸

度

及
遊
離

璽
酸

ヲ
示

ス

コ

ト

・

シ

タ

。

「
ペ

プ

シ

ン
」
量

測

定

法

。

寓

Φ
芦

=
。
ヨ
ヨ
霧

ω9

鼠
σq
曽
』
霧

。
げ
《
博
Ω
容

。。。・

氏

等

ノ

諸

法

ア

ソ

、

余

ハ
專

ラ

閃
三

鮎

氏

法

ヲ

用

ヒ

タ

。



璽

素

量
測
定

法
。

分
劃

的

胃
液

定

量
法

ガ
可

ナ

リ
精
密

二
胃

液

ノ
分

泌
状

態

ヲ
指
示

ス
ル

モ
ノ
デ

ア

ル
ト
云

フ
事

ハ
、

何
人

モ
認

メ

ル
庭

デ

ア

ル
ガ
、

胃
液

ノ
分

泌

ハ
種

々

ノ
影
響

二
依

ソ
左
右

サ

ル

・
甚

ダ
複

雑

ノ
機
輻

デ

ア

ル

(じU
一爵
典

¢
日
ぴ
Φ5

ω
。
漂
一①
博
孚

。
一一①
5

=
Φ
k
①5

=
亀
,

も

目
①気
Φ
鐸

訳
p仲8
買

=
亀

霞

等
)
。
殊

二
臨
鉢

上

二
鷹
用

ス
ル
患

者

ノ
胃

液

ハ
、
純
粋

ナ

ル
胃

液

ヲ
取

ッ
テ

ノ
槍
索

デ

ハ
ナ

イ

カ
ラ
、
消
化

器
管

ノ

他

ノ
部
分

カ
ラ

ノ
内
容

ノ
混

在

二
留

意

セ
子

バ
ナ

ラ

ヌ
。
殊

二
十

二
指
腸
液

ノ
逆

流

ガ
全

ク
生

理
的

二
起

ル

モ
ノ

ト
見
爲

サ

レ
、
爲

メ

ニ
胃
液

酸

度

二
影
響

ス
ル

コ
ト
ガ

確

メ
ラ

レ
テ

ヨ
リ

(切
9
曾
お
タ

℃
9
乱
。
葦

く
。
ぎ
宥
負

UU
Φ
き
∋
。
鼻

↓
じ口
。
器
"
O
。
口
鼠
$
P

じd
①
爵
Φ
5

∪
9
凶蕊
ξ

・
凶
①
,

穿

∪
凶鴇
α
～

O
.
0
8
。。。。》
ピ
①
ミ
霧

葬

討
毎
O
F

<
碧

鮎
○
臥
賓
"
Ω
8
ωω
閑
Φ鋸
9
。。ω
⊆
.
国
睾

7

等

)
、
軍

二
從
來

ノ
如

キ
槍

査

ノ
ミ
デ

ハ
満
足
出

來

ナ

ク
ナ

ッ
タ
。

此

二
於

テ

胃
液

ノ
総
璽

素
量

ヲ
定

量

シ
テ
、

ヨ
リ
正

確

二
胃
内

消
化

ノ
機

轄

ヲ
確

メ

ン
ト

シ
タ
學
者

ガ
少

ク
ナ
イ

(ごU
。
ぎ
P

Ω
。
。
山
冨
昼

囚
二
爵

。芝

F

囚
p
。・。・誌
ξ
譜
閑
9
互

=
.
Q。
嘗
聖
。。ω}
=
亀
Φ
β

閑
。
ωΦヨ
き
P

Ω
弓
自
づ
負

類
。
一一霞

等

Y
。
余

モ
又
被

槍
者

ノ

一
部

二
就

キ

閑
自
§
旨
ぎ

凶
。
冨
三

氏

法

ノ
攣

法

二
依

リ
、

胃
液

ノ
璽
素

量

ヲ
定

量

シ
テ
、
軌

近

ノ
進

歩

二
添

ハ
ン
ト
努

メ
タ
。

乳

酸

ノ
槍
出

ニ
ハ
d
験

ぎ

。暮

氏

法
、

或

ハ

】
○

%
過

「
ク

ロ
ー

〃
」
鐵

液

一
乃
至

二
滴

ヲ
五
琵

ノ
蒸

瑠
水

二
加

へ
、

コ
レ
ニ
胃
液

ヲ
滴
下

シ

テ
槍
出

ス
ル
法

(じU
曾
巳
σq
9

ヲ
用

ヒ
タ
。

勿

論

「
ロ
ダ

ン
」
酷
酸

・
牛
酪

酸

・糖
類

等

ノ
如

キ
類

似

反
慮

ヲ
呈

ス
ル
モ
ノ

、
混
入
、

就
中

切
。
霧

氏

試
験

食

ノ
場

合

二
於

ケ

ル
、

臼
麺

魏
中

ノ
乳
酸

ノ
存

在

二
注
意

ヲ
彿

ッ
タ
。

潜

出
血

ノ
槍
出

ニ

ハ

司
・
冨
裁

σq
す

ノ
愛

法

即
五
%

「
ピ
ラ

ミ
ド

ン
」
酒

精
液

拉

ピ

ニ
過
酸
化

水
素
液

ヲ
用

ヒ
タ
。

謄
汁

ノ
槍
出

ニ

ハ

Ω
ヨ
Φ
ぎ

氏

法

ヲ
以

テ

シ
タ
。

以

上

ノ
各
種

試
験

ハ
総

テ

探
取

シ
タ
胃

液

ヲ

一
旦
濾

過

シ
、

其

濾
液

二
就

テ
行

フ

コ
ト

・
シ
タ
。

從
來
胃
液

ノ
濾

過

二
關

シ
テ

ハ
種

々

ノ
異

説

ガ

ア

ル
。

即

日
α
洋
爵
ρ

国
き
コ
色
①5

ζ
9
三

⊆
。。"
Qつ
色
色
Φ

諸
氏

ハ
濾

過

ス
ル
時

ハ
酸
度

ヲ
失

フ
ト
幕

シ
、

閏
葺
N
氏

及

ピ
仁

木
氏
等

ハ
殆

ン

ド
差
支

ナ

シ
ト
総
…
シ
テ

イ

ル
。

余

ハ
後
∵者

ノ
説

二
替
　シ
、
且
槍

査

ノ
取
扱

ヒ
上
濾
液

ヲ
用

イ

ル

コ
ト
便

ナ

夢

ト
考

ヘ
ル
。

次

二
胃
液

ヲ
長

ク
室

温

二
放
置

ス

ル
時

ハ
、

其
酸

度

三
愛
化

ヲ
來

ス

コ
ト

Ω
ξ

"
大
島
氏
等

二
依

リ
唱

ヘ
ラ

ン
テ
ヰ

ル
。

余

モ
此

ノ
黙

二
關

シ
テ

ニ
「ニ
ノ
小
實
験

ヲ
行

ヒ
、
濾

過

シ
タ
胃
液

ハ
其
酸
度

二
於

テ

モ
、

「
ペ
プ

シ
ン
」
量

二
於

テ

モ
、

少

ク
ト

モ
歎
時

間
以
内

デ

ハ
大
ナ

ル
憂

化

ヲ
受

ケ
ナ

イ

コ
ト
ヲ
確

メ
タ
。

然

シ
探
取

シ
タ
胃
液

ハ
可
及

的
速

二
検
査

ス
ル

コ
ト

ニ
シ
タ
。

若

シ
止

ム
ヲ
得

ナ

イ
場
合

ハ
氷

室
中

二
保

原

著

後
藤
11
腸
結
核
ノ
研
究

九
二
九



九
三
〇

原

著

後
藤
11
腸
結
核
ノ
研
究

存

シ
タ
。

勿

論
槍

査

ノ
翌

日

マ
デ
延

ス
如

キ

コ
ト

ハ
絶
封

二
避

ケ

タ
。

五
、

レ
ン
ト
グ

ン
槍

査
。

胃
液

槍
査

ノ
翌
日
同

ジ

ク
早

朝
室

腹

時

二
、

造
影
剤

ト

シ
テ
複

方
硫
酸

「
バ
リ
ウ

ム
」
二
三
〇
乃

至

二
四

〇
琵

ヲ
微

温

湯

二
薄

メ
一プ
約
四

〇
〇

耗

ト
ナ

シ
タ

モ
ノ
ヲ
囁
取

セ

シ
メ
、

囁
取
直

後
及

ビ

ニ
時

間

・
三
時
間

・
八
時

間

・八

時
間

孚

。
二
四
時

間

。
四
八

時
間

後

二
透
覗

ヲ
行

ヒ
、
胃

ノ

形
態
及
ピ
運
動

ヲ
槍
査

シ
、
爾
其
内
容
排
出
速
壌

次
デ
腸

二
於
多

形
態
的
拉
ビ

ニ
内
容
通
過

ノ
速
度
等

ヲ
精
査

シ
、
以

一プ
田目
液
分
泌
ト

ノ
相

互

關
係

ヲ
究

メ
タ
。

又

凡

テ

ノ
例

二
於

テ
歎
葉

ノ
撮
影

ヲ
行

ッ
タ
。

第

三
章

腸

結
核
患

者

ワ
室
腹

時
胃
液

所

見

槍

査

成
績
。

一
、

高
度

ノ
腸
結
核

患
者

(第

二
表
)
。

著

明
ナ

腸
結
核

ヲ
謹
明

シ
タ
者

十

三
例

内
槍

査

シ
得

ナ

カ
ッ
タ

一
例

ヲ
除

キ
、

十

二
例

ノ
早
朝

室

腹
時

二
於

ケ

ル
季
均

ハ
、

遊
離
璽

酸

一

五
・
入
、

総

酸
度

二
四

・
ニ
デ

ア

ル
。

之

ヲ
室

腹
時
胃
内

容

ノ
中
性

叉

ハ
「
ア

ル
ヵ
リ
」
性
デ

ア

ッ
タ
者

五
例

ヲ
除

イ

タ
有
酸
度

ノ
患
者

ノ

、、、
ノ

準
均

ニ
ス
ル
時

ハ
、

夫

々
二
七

・
○

及

ビ
三
九

・⊥
ハ
ト
ナ

ル
。

「
ペ
プ

シ

ソ
」
量

ハ
之

ヲ
槍

査

シ
タ
,十

二
例

ノ
季
均

一
四
三
軍

位

ト
ナ

リ
、

之

ヲ
室
腹

時
胃
内

容

二
謹

明

シ
ナ

カ

ッ
タ
五

例

ヲ
除

キ
、
「
ペ
プ

シ

ン
」
存

在

ノ
患

者

ノ

ミ

ニ
就

テ
云

フ
時

ハ
卒
均

二
四

〇
軍
位

ト
ナ

ル
。

次

二
璽

素

量

ヲ
測
定

シ
タ
五

例

ノ
孕
均

ハ
、

食
璽

ト

シ
テ
○

・
五
⊥
ハ
一
琵
%
デ

ア

ル
。

謄
汁

ノ
存

在

ヲ
讃

明

シ
タ
者

ハ
十

二
例
中
七

例
、

即
五
八

%
デ

ア

ル
。

潜
出

血

ヲ
讃

明

シ
タ
者

ハ

一
例

毛
ナ

ク
、

乳

酸

ノ
讃

明

ハ

一
例

部
約

八

%
デ

ア

ル
。

舗
p
撒

圖
識
翻
甜
麟
醜
蝋
"
零

ミ
て
瞬
鼠
黒
調
ヨ
醐
導
卸



醇

露

醤

羅

酵

羅

瞬

鶏

糞

鶏

魚

⇔
α
O

H
b9

一
〇◎

騒

遼

東

ゆ

騒

プ
㌣
部
)
一

＼

「〉

純

㌣

さ

卸

一

一
・。
・。

藁

十

磯

陰

旨

響

0
b9
ぴ

1＼
b9

0
卜9
0Q

bo
O

Oo
α

O
・
α
○。
α

目
bg
o◎

十1

¢◎
O

1＼1十11

吟
こo
O

H
劇

団
O

＼b9
α
O

0
日
Q◎

一
◎◎

HO

l

・。
ユ

M

＼

誤

α

十

1

こo
bっ

O
』

bg
b9

1

0

卜9
癖

◎◎
O

cQ
o。

一

O
●
α
o。
α

窪

bo

1十

1

一1

0
卜o
ぴ

O
●
こ。
蓉

1十十

ヨ
＼＼＼＼

0

嵩①
Q◎

つO
O

O
●
象

刈

α
昌
bo

＼

「

‡

上＼

図
心

こη1艀
o「o

。
.緊

,
　

bg
Q◎

醐
濫

寸
そ
籔
煕

翔
愚

将

＼
Qo

α
oo

＼
αl
G◎零α

○◎

三

。

二

う・

翌
芯

H
α
・
○。

卜9
湛
・
ト◎

O
・
伽
O
】

目
蔭
こQ

＼＼＼

一

二
、

軽
度

ノ
腸

結
核
患

者

(第

三
表
)
。

輕
度

ノ
腸

結
核

ヲ
讃

明

シ
タ
者

十

二
例
中
、

検
査

ヲ
爲

シ
得

タ
十

例

ノ
平
均

ハ
、
遊

離
盛
酸

二
・
二
、

総
酸
度

四

。
三
デ

ア

〃
,

其

中
胃
内

容

ノ
酸
性

ヲ
呈

シ
タ
者
僅

二
四
例

デ
、

其
平
均

ハ
夫

々
五
・
五
及

ビ

一
〇
・
八

ト
ナ

ル
。

「
ペ
プ

シ

ン
」
ハ
遊

離
璽

酸

ノ
存

在

シ
タ
三

例

二
於

テ

ノ
ミ
讃

明
サ

レ
、

李
均

三
三
輩

位
、
之

ヲ
総
数

/
李

均

ニ
ス

レ
バ

ー
〇
輩

位

ト
ナ

ル
。

璽

素
量

ハ
唯

三

例

二
於

テ

!
ミ
測
定

シ
、

平
均

食
盛

ト

シ
テ
○

・
三
八
九

琵
%

ト
ナ

〃
。

膿

汁

/
逆

流

ハ
六

例

即
六

〇

%

二
於

テ
讃

明

サ

レ
、
潜

出
血

蛇

ピ

ニ
乳
酸

ハ

一
例

モ
謹

明
サ

レ
ナ

カ

ッ
タ
。

熱
川

雑

僕

黒
藻
舘

蕉
繭
蝋

p
零

☆
ミ
瞬
最

無

調
ヨ
塙
漸
勘

瀞`画

濤

佃
吟

■

■

い

マ

■
一
墨

■

吟

0

旦

旦

■
一
■
語
覧
.鱒
τ

原

著

後
藤
"
腸
結
核
ノ
研
究

吟

⇔

九
コ
=



、

原

著

後
藤

11
腸
結
核

ノ
研
究

九

三
二

蓼

一

日
・・
「

H
ユ

溝

誰

瞬

羅

、

Qo
㊤

・・7

マ

講

,
購

煕

一

亙

1

一

-

団
"
一

・・三

・・
ユ

・・
ユ

躰
¢⇔

7丁

亘
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一

一

一
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医

ユ
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一
-
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①
}

・・
恥

⊥

＼＼

bo
¢
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一
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G◎蒔

礪
擁
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ゆ
嘩

寺

)
マ

＼

＼

一

＼

τ
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H
τ

・艀
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＼

一
。
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。
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＼
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＼
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＼

・・
£

・。
・
・。

「
>

M
。

磯

蟹
」
陣

蔭
三

吟
…

尊

華

麗

員

旦

i

一

一

一

-

一

。・
・。
一

艀
一

一

一

1

[

1

一

＼

一

＼

+

一

1

一

-

一
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}

一

1

一

-

一

-

一

-

一

一
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+

一

+

⊥

+
マ

丁

マ
＼
マ

q

一

・・
「

・…
一

⊥

。
O

＼

τ

・…
。⑩

巳
。

碧

羅

一

一

一

!

一

1

一

1

[

1

豊

⊥

⊥

＼

＼

一
⊥

O

。
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慢
性
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四
表
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非
結
核
性

ノ
慢
性
腸
疾
患

ト
思

ハ
〃

・
者
十
三
例
中
、
検
査

シ
ナ
カ
ッ
タ

ー
例
ヲ
除

ク
十

二
例

ノ
平
均

ハ
、
遊
離
睡
酸
三
・七
、
総
酸
度
七
・

七
デ
、
内
容

ノ
酸
性
デ

ア
ッ
タ
者
七
例

ノ
ミ
ノ
孕
均

ハ
夫

々
六

・
三
及
ビ

=
二
・
一
ト
ナ

ル
。

「
ペ
プ

シ
ン
」
ハ
五
例

二
於

テ
謹
明
サ

レ
、
其
季
均

ハ

一
五
三
軍
位
デ
、
総
数
十

二
例

ノ
李
均

ハ
五
八
単
位
デ
ア
ル
。

璽
素
量
ヲ
測
定

シ
タ
者
五
例
、
其
平
均

ハ
食
盛

ト
シ
テ
○
・
三
三
〇
琵
%
デ

ア
ル
。

膿
汁

ノ
逆
流

ハ
六
例
、
五
〇
%

二
於
テ
讃
明
サ

レ
、
乳
酸
及
ビ
潜
出
血

ノ
謹
明

ハ
各

々

]
例
帥
八
%

二
於

テ
見

ラ

レ
タ
。

藩
凋
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叫
贋
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し解
雇
し解
離
漸
繭
臨
一蝋

p
零

☆
ヤ
瞬
弼
用
W
朗
ヨ
嚇
滋
勘

醇

歯

面

亘

■

、欝

0

マ

マ

恥
・・
一

旦

QQ
恥

曝

鷺

騒

鷺

一
⊥

⊥

-

■
亘

量

■

吟
O
O

一
土

鈴

■
画

一■
一
■
百

百

0

下

・…

一

旦

・・
止

。・
H
}

α
・。
}

α
。
一

一
上

上

吟盟

τ

下

α
QO

α
膳

醐
麗

ご

て
錨
無

域

鐸

「

訳

÷

趣

一

一

一

一

-

一

-

一

α
「

1

墨

1

一

＼

一

H
c・
一

。。
一

博
9
一

,

co
・
将

'



誰

礪

濟

…懸
擁
卸

(騨
騒

プ
喫
陥
)

「
}

刈
。

支

尺
」
腕
汀

Qo

＼
⑪
蔭

丘
,

梓

礁

珪

旨

・。
一

α

＼

＼H
b9
0◎

ー

1

。
・豊

ρ
躯
α
①

O
●
O
卜◎
①

十1

1

1

十

十

1

1

1

・・。
マ

＼

・・⊥

上

＼

H
O。

刈
一

α
⑳

1

。
・。・
窪

。
・・…
。
一

＼

旦

・。α
。

峠

‡

＼

＼

・…

一

＼

＼

＼

＼

①
劇

①

α
O

(

刈
気

11

＼

十

1

＼

O

●¢o
Oo
O

磐

1

十

⑪

ー

1

H

1

＼

H

α
O

旦

＼

・。
一

＼

・。
一

＼

考

察

以
上
第

二
乃

至
第

四
表

ヲ
逼
覧

ス
ル
時

ハ
、
輕
症

腸
結

核

ト
非

結

核
性
慢

性
腸
疾

患
患

者

ノ
室

腹
時
胃
内

容
所

見

二
大

ナ

ル
相
違

ヲ
認

メ
ナ

イ
ガ
、

重
症

腸
結
核

患

者

ノ
ソ

レ

ハ
著

シ
イ
分

泌
過

多

ト
云

フ

ベ
キ
状

態

ヲ
示

シ
テ
イ

ル
。
自
分

ハ
健

康
者

二
就

イ

テ

ノ
槍

索

ヲ
行

フ
…機
會

ヲ
得

ナ

カ

ッ
タ

ノ
デ
、

直

接
之

ヲ
健
康

者

二
就

イ
テ

ノ
所

見

ト
比
較

ス

ル

コ
ト
ガ
出
來

ナ

イ
ガ
.
国
。
乱
Φ同・
"
Φ
開
⊆
。。。。
95
傷
国
。1ぐぎ

蜀
。
乱
Φ弓

碧
伍
N
窪
鉱
ヨ
ぎ

等

ノ
西
洋

人

二
就

イ

テ

ノ
槍
索

ハ
暫

ク
措

キ
、

布
施

・
中
尾

・
大
田

・
大
谷

・古

谷

・
大
島

。季

田
.
稻
岡

及
岩

城
氏
等

ノ
本

邦
健

康
人

二
就

イ
テ

ノ
槍

索

二
徴

ス
ル

ニら
室

腹
時

胃
内
容

所
見

ハ
可

ナ

リ

ノ
個
人

的
動
揺

ヲ
示

シ
テ
居

ル
ガ
、
酸
度
其

他

ノ
李
均
値

ハ
何

レ
モ
余

ガ

重
症
腸

結
核
患

者

二
就

イ

テ
得

タ
値

二
近
似

ノ
数

字

ヲ
示

ス

モ
、
輕

症
腸
結

核
及
慢

性
腸

疾
患
患

者

二
就

イ
テ
得

タ
値

ヨ
リ

ハ
著

シ
ク
高

イ
値

ヲ
示

シ
テ
居

ル
。
此

鮎

カ
ラ
輕
症

腸
結
核

及
慢

性
腸

疾
患
患

者
デ

ハ
塞
腹
時

胃
液
分

泌
作
用

ガ
健

康
人

以
下

ニ
ァ
リ

ト
云

へ
檬

ガ
、
翻

ッ

テ
重
症
勝
結

核
患

者

二
於

テ

ハ
、

次
章

二
述

ブ

ル
如

ク
試
験

朝

食
後

ノ
胃
液
分

泌

ノ
異

常
持
績

ヲ
認

ム
ル

コ
ト
等

カ
ラ
推

ス
時

ハ
、

室

腹
時

胃
液

分

泌

ヲ
促

ス
或
種

ノ
刺
戟

ガ
存

ス
ル

ニ
ア
ラ
ズ

ヤ
ト
考

ヘ
ラ

ル
。
殊

二
重
症

腸
結
核
患

者
中

塞
腹

時
胃
内

容

ノ
酸
性

ナ

リ

シ
者

ノ

ミ
ヲ

牢
均

シ
タ
値

ガ
相

當

二
大

ナ

ル

コ
ト

ハ
、

一
暦
此

ノ
威

ヲ
深

カ
ラ

シ
メ

ル

(第

五
表

)
。
是
等

ノ
貼

二
關

シ
テ

ハ
將

來

正
常

人

二
就

テ

ノ
槍
索

ヲ
重

子
テ
、

更

二
明

ニ
ス

ル
機
會

ガ
ア

ル
ト
信
ズ

ル
。,
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括
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藤
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究
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三
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⊥
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・
○

一
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五

三

・
一
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三

二
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・
∩
.

一匪

二

五

・
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一
四

・
三

二
六

・
入

=

ハ
・○

二

二
・
○

九
三
四
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酸

遊
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剤 名

数 實藪1%實
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三
入
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健
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田

二
五
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一
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・
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七

入

九

〇
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五
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一
一
五

健
康
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中

尾

二
六
⊥
ハ
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六

三
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五
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健
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施

二
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一
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四
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九
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岡
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五
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一
〇

健
康
者

大

谷

重
症
腸
結
核
患
者
塞
腹
時
胃
内
容

ハ
輕
症
者
及
ビ
慢
性
腸
疾
患
患
者

ノ
ソ

レ
ニ
比

シ
、
遙

二
分
泌
過
多

ノ
状
態
ヲ
示

ス
。

第
四
章

試
験
食
擾
取
後

ワ
胃
液
所
見
。
検
査
成
績

一
、
高
度

ノ
腸
結
核
患
者
。

酸
度
。
第
六
表

ハ
重
症
腸
結
核
患
者
十
三
例

二
於

ケ
ル
分
劃
的
胃
液
槍
査

ノ
成
績
デ
、
試
瞼
食
後
四
時
間

二
亙
ル
槍
査

二
於
テ
、
内
容

ノ
酸

性
デ
ナ

カ
ッ
タ
者

ハ

一
例

モ
ナ
ク
、
遊
離
璽
酸

ノ
全
然
讃
明
サ

レ
ナ
カ
ツ
タ
者

ハ
唯

一
例

ニ
シ
テ
他

ハ
何

レ
モ
早
晩
遊
離
璽
酸
ヲ
謹
明

ス
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
最
高
酸
度

ノ
著

シ
ク
高
イ
者
ガ
少
ク
ナ
イ
。然

シ

一
般

二
其
最
高

二
達

ス
ル
時
間
ガ
甚
ダ
逞
延

ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
。
其
分
泌

持
長

ヲ
示

ス
妻

顯
著
ナ
ル
所
見
デ

ァ
ル
。
即
奉

均
二
時
間
目

二
於
テ
酸
度
最
高

二
達

シ
、
遊
離
璽
酸
三
二
.七
、
総
酸
度
五
四
.八
デ
ア
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第 十 二 表

軽症腸結核患:者二於 ケノレ酸度 ト璽素量 トノ比較

(六例牛均)

時 間(分)1・ ・12(.〉'4h'6d75i9('1`'・ ・8・124・

離 職1・C2・8 16・ ・i…5」16・ 剖14・2■8・3い7…1～1・ ・1

総 酸 度14・817・3い6・512・ ・736・213・ ・4135・3131・5・7・S・5・S

鍵 鵬 「・・ユ531…961・ ・立S61・ ・331・ ・4・2;・ ・4e5・ ・4691・ ・474・ ・4憂召1・ ・437
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テ
)
瓦
%

第 四 囲

一軽症腸結核患者二於 ケル胃液酸度及 ビ撫素量曲線

(六例平均)(第 十二表参照)
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第 十 三 表

軽症腸結核患者 二於 ケノレ最高酸度及 「ペ プシン」

量 ヲ示 ス時間拉 ビニ其値

24ク

姓 名

酸 時間(釧60

■1■1■1■■1■1■■ ■ ■1■1■1醤
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ぞ 時 間r分 》16e'9e,・2・2c24・124い124d・8e6{ilg・ レ134

ご最:一i註 一㍉1了2951企2島(、 ㌧ 三6「256一一±28「3ゴ ー語4「 コ ・28i/… 一166



【出

窓lo

l十1十

]1
⊥L

lll

ll

＼ ＼

ll

ll

ll

l‡
_1一 一一一

1

1切d

蔭
一

・。一

①
ら

＼

τ

団
・。τ

団
。。一

癖
丁

Ω

●

＼

＼

＼

十

＼

一

＼

一

＼

一

＼

一

＼

一

＼

一

＼

」 ■■■■L一.
妙

団 団

h
oD
り

一

団

恥

1

＼

一

。。
・。

H
。。
一

σq
'》

●

と

一
什

㎜
什

一
叶

一
什

}
叶

一
1

一
1

【
一

}
1

一
1

鍾

コ

H
。
}

H
。
一

豊

＼

窃
O

・・
。
一

①
{

Ω

工

⊥
⊥

⊥
⊥
⊥

⊥
⊥
土
+
冨

丁

⊥

⊥

-
1

一

十

㎜

十

一

十

一

-

一

1

-

p
⊥

⊥

蓋

・・旨

凶・。τ
餌
①一
H図・。
上

。
二

＼

マ

一
＼

一
＼

}
＼

一
＼

一
＼

＼

}

＼

一

＼

、々=賛

霊↓

潔奪〉圏

{
●QD
,

丁

一
一

一
1

一
-

心
二

。

馳
ぴ

・…
丁

丁

σq
・〉

●

上

躰

恥

躰

H
・。
一

・。
α
[

ぴ
。
一

瞬
ぴ
一

什

一
＼

一
＼

}
＼

「
1

…
i

　
1

一
＼

一
＼

一
＼

O

一
1

一
＼

一
＼

一
＼

「
i

一
一

}
一

一
＼

一
＼

{
＼

一

じu

一

-

一

＼

一

＼

一

＼

一

十

一

十

+

「

＼

一

＼

一

＼

⊥

＼

玉

＼

τ
臣・・
お
り}
・。伽
。マ

7
＼
一
＼

一
∩
二

＼

一
一へ
L

へ

＼

}

＼

一

＼

㎝

＼

一

＼

[

＼

一

＼

h
・Gっ
●

⊥

Σ

＼

一
＼

一
・・窃一
靹。
丁

ぴ
＼

一
＼

マ

一
…
〉
・

」
ンマ

＼

＼

一

回二

・・ユ

¢。

＼

マ

＼

三

}
十

一
十

一
十

一
十

一
1

一
＼

一
一

一
1

一
1

一
一

Ω

一
一

一
i

一
1

一
-

一
-

一
＼

一
-

一
一

一
一

一
1

一

じ」

一

一

一

1

}

一

一

汁

一

叶

)

(巡

H博
・。

壷

ぴ
一
臣

3
一
博

＼

ン
目
し㊤

ぴ
一
。
τ

ン
。
.

＼

・・
玉-

一

Ωカ

_L
r/鋼

_口/.了 」

＼

一

十

.

悼

一

汁

一

什

}

潔
　

奪
一

　
　
　

　

/
侮

}…

p・

{㌧

∵
司

"ざ

み
¢
一

(さ

ヨ

¢
¢
一
こ5
今

ア冨

三

・・。マ

マ

ひ∬

っ
p
。
τ

。

鱗
・〉
二

・・
。
[

豊

-

ぴ
刈

α
刈
「

＼

コ
。
㎡

至

Ω
・

一

＼

一

＼

一

＼

一

＼

一

＼

一

＼

刈。

鼠

(三

＼

}
＼

一
＼

一

＼

易

O

目
鼻
O

/
誤
認

/
(ゆ

)

/
/

一
〇

P
O

躰W
(
4

轟
つ

①
(ピ

刈
ぴ

尽
藩

底

」照

翻

瀬

峰

臨
一蝋

・

(団
'毒
=
-し0
8
。り
沖
跳
潔

/
誤
認

塁

…
含

鼻。

/
弼

)

一
り
C

巳

ハ

(ざ

O

ρ

¢
(二

言
二

諾
二

巴

ハ

原

著

後
藤
H
腸
結
核
ノ
研
究

繋
十

E
湯

器
露

薄
霧
底

露
翻

瀬
峰
醜
蝋

p
涼

☆
ヤ
翼
鰯

ゆ
嚇

調

(団
を
p=
-し口
o霧

島
跳
鰯
霊
牌
滋
ゆ
)

九
四
六



一_1一 国国■国■■■一 一一
ひ>1→ つ

詩調1～ 不出　　　
　　 　

原 ヨlov嚇
II●

著 蕾:一 一一一T

後
藤1+
i一

陽1
結_
核1
ノ

箋l

T

一

l

l

l

九
四
七

i
晶

「『　一一一一一1

一 一1曝 一

ll=

ill
一　

1一一 一?一

1陵
　 一一一F

l6

_蔓_

l

l

十

一
十

十

こコ1

一
ン

奨
,

青̂

汐

見

6二

＼

[

一

一

」

}

⊥

⊥

一

⊥

。。

7

＼

I

l

-

l

l

l

＼

一

＼

[

＼

.

＼

一

＼

一

＼

＼

＼

凶
C
「

図
2

喚
〉
.

ン

十

十

十

十

一
十

一
十

}
十

二

毬

_鉦

一這

上

ら 一一

』o
う

日
6

℃(
一

1

i

1

1

l

l

一

1

l

l

i

i

一

i

l

l

Ω

・

o
・
o
量

O
●
(
二
つ。

渉
の
・

1

■}翁
一 し一

時

℃(
一

=

十
。・
.

罐

lhI

lll隔
1シ つ

、 ■1

lll

lll十
へ 　

　

lll十

llll十

1

:

透
O

●(
6

芝q

鋭

1

トi_

h

i「

1一 十

l

l十

i-

1十

1十

1十

}

h
●ω
・

汁○

勺

繋

○

【

窓

マ

。・
・

T

ヒo

十 一

十ll一

H
躯

こ3
っ○

っo
っo

ω
O

剴

ヨ
薯
6
心三
劉

H
う○

博3

しo
伽
う

呂

口

置

し。
一

Ω

●

O
●
一
博
笠

O
・
巳
(
二

¢
b

O
こつ

O
●
凸

ぴ

　 　　

1+i… ≡1:1+

　 ヒ　
!6　

1十 ト1;1十

～2;　 　 　ビ 　

「一一1(1}1-1

い+罷}lil+
・:っ1'

ド 　 へ へへ

i+匡1・1+
1轟

1十

1十

ρ

つ
]
O

P
巳

一

1

ユ

ユ

＼

+
下

マ

O
恥

豊
…

O
躰

皇
＼

h
●ω
・

ひ

一
句

＼

1

一

一

＼

μ
う。

H
団
つc

博
博

一
ひ

一

嘗

〔ゴ

博
ン
鶉

豆
σq
.》

.

ン
些

C
.
ン
導

　

辺

ン
轟
一

山
a

(
)●
⑦
a

c
●鴇

二

O
●2

博

IOI

I+i』

一 レヨ
　 くつ

Il+蓑

団

刈

。

立

∩
》}
、一

ン
轟

込

ン
亭

ム
う

博
ぴ
α

躰さ

}

一
働

Ω

曽

。
.一望

什

}

什

1十

1十

1＼
「『

1十

『「 一

1十

l
ll+

O
』

卜5
0

O
●
ヨ

O

O
』

○。
e

¢
●
ン
O
口

＼

c
・
転

7
…
c
・⊃
心
切

O
・ヨ
W
ゴ「

O
』
ヨ

㍗
〉
.

Oト

趣

一
C

博
(ご

蒔

＼

義
コ

み
つ

臣
塾

㍗

1

一

一

一

国

h
・GQ
●

H
O◎

一
図
つ。

O

武
G⇔
O

墨

8

一
・。
≡

・。
⊥

H
団。。一

Qo
O

＼＼＼

こつ
α

bO
O

一
巳
つ〇

一
博
つc

一
〇

ぴ

q

>

・

7
.

口
ぴ
偽

こり
団

(
昌
。

一

L

劇

団
ぴ

＼

Il＼

l

l

＼

1

軽
ぴ

＼

＼

＼

一

＼

＼

㎜

＼

一

＼

一

＼

一

＼

鑑

G◎
α

ら
α

＼

恥⊥

劇
団
一

日⊥

窪



h
ω
●

蔭
羅
瞬
嬬
帥

ダ

叩
〉
・

灘

羅

濠

℃

「
>

M
。
㌣

尺
」
興

趣 黛、
■■■■璽一一」 一 一

_瞳

_豊.

刈
艀

。。
畦

豆
昌

蒔

H
り
O

H
O
Qo

H
り
壁

H
鵯

Ω

●

O
●
O
刈
○

O
●
H
嵩

O
」

G。
GQ

O

・卜9
こo
Q。

O
●
こ。
劇
。・

O
.
自

bo

O
」

O
Q。

O
。躯
eo
刈
一
〇
・
継
O
Go

O
躯

G。

{
.
Gつ

co
」
-

.二八

上

o◎

●
ら。

H
癖
・
ω
bg
H
・
H
品
川
●
H

・・
似
・
・。
「博㊤
蘇

H
o◎
』

H
O
』

中
}

Oc
・
劇

H三

H
り
●
O

団
Q。
』

GQ
α
・
bo

蔭
bo
●刈

α
蔭
.
○。

蔭
㊤
・。
一
こo
艀
●
Q◎

H
¢

■

こQ

o

" . …[
_≧ 目 二 三

十

十

十

十

一
1

一
＼

1

i

＼

ガ

1

1

1

一
一

一

＼

1

十

＼

1

1

1

＼

一

1

＼

勺

止

㏄

りo

こり
憶

⑦
恥

、季

＼

亀
一
』9
つ○

梯

O

＼

Ω

・

＼

しo

_三 ⊇一.

岩

】
ぴ

博
C

＼

艀
O
一

出

こ◎
刈

＼

叩
鋭

⑦

。。
一

bo
O

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

ら
⑰

脳)
(

＼

①
O

刈
O

O
b9

＼

7
{ Ω

1十l

l十l

lI

I

I

＼

l

l

一

1

＼

i

β

一。[
墨

量

玉

H
α

＼

一
(一

歩
」

巳
○

⇔
O
一

O
ひ

＼

遍」
『

●
Qつ

・

:

-

,
唱

」

【
)

「

{

(

嗣

一

0

＼＼

0

＼

i

I

一

1

＼

＼

＼

目ll

(昂ヨ『
●踏

【
)

(
嗣

フ
自

H
O

O

O

◎
》
ヒ

o

O

・
㌧
卜
」

＼

Ω

●

＼

}

＼

一

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

十

十

…
十

㎝
十

」
l

l

_一 一 一1_._一

　

副I
sl

恥
O

こ⇔
O

＼

解
〉

●

ぷ

.零 「_1

お

1

一
十

一
十

一
十

・
十

一
十

一
十

一
十

恥

一一一曲

一1

-

L刊

」圭=1

」 ∫1

婆
一

1

l

I

口

口
ン

{二
十

お
(望

ヨ

「

当

(二
[

⊃
U

(二

ll十

十

I

I

l

l

I

十

…
十

1十

叶

}
叶

・21簗 ■1+

躰ヨ

一
更

ぴ
5

一
臣
○っ

α
C

α
α

＼

3・

C一

①
O

＼

1

口

II l

1

一

1十

什

…

什

一

汁

}

o陰
一i._一

§■

;1

卦 ・
壽』

1

一

1

1

1

1

QQ
一

辺

つ○

1ρ■二1

1十

こ。
臣

O
収

奪
「一
団
つ○

一
P
Z

一

時
馨

Ω

・

一
ゆ

ム
.ぴ

O
b

こo
⑦

O
●
戯
曲ヨ

β

刈
・。

O

●う
ン
ン

O
●
ン
のご
「 一

ヨ

〔5

α
ぴ

コ
ン

C
●
ン
刈
¢
・

ま

㊨
i
O
・琵

α

■ .§
io

口 ち
怨

.Ol

濁
._蔓一

P!

罠
_」…≡≧.

O

l十 日

窃

1十

1+巨 。

1十

1十

i十

。
・
。。
。
三

つ
●
コ
ぴ
一

〇

●ら
脈
⑦

O
●
⑰
b◎
一

O
』
O
刈

　

剴 原
}

「 著
れ一 役

ユ 幣
腸

⑳

⑦

峯

団
伽
一

」塗
ン
oO

へ壷

刈
3

叩
}

曰
う

三

-

O

・…

【

結
核

ノ
研
究

び
う
.

九
四
八

(ろ

・。ユ

oc
獣

O
α



Ω
●

」麟
輝
障
(脾
騒

ヲ
受
沸
)潮
訳

O

露

‡

ud

磯

珪

旨

蜜

磐

賄

デ

ア
ル
ガ
、

非
結
核

性

慢

性

腸
疾
患
患

者

ハ
九

三
分
デ

ア

ル
(十
七
表
)
.、

叉

李
均

最
高

酸
度

ハ
試

験

食
後

一
時
間

牢

二
現

ハ
レ
、

遊
離
盛

酸

三
四

。三
、

第 十 五 表

非結核性慢性腸疾患患者 ノ各時間 二於

ケノレ最高酸度 ヲ示 ス例数

24090112011S(、756040302010

ユ0O
召

引

,
-

0110e0

o 8.3・1・,8・31・6・7

 

鴎部000

時 間(分)

例 数

タ6

第 五 圖

非結核性慢性腸疾患者二於 ケル胃液分泌曲線

(十三例ZF均)(第 十四表参照)

 

原

著

後
藤

"
腸
結
核

ノ
研
究

総醍度

ノ＼ 一・一 ・瀕離 塩 酸

/
、＼

1 ノ〆 ＼
i ＼
1 /1 /

/

」」、
＼ 、

＼

、＼1

/
/1/『 、、

㌧ ●
＼ 覧 ＼

/ /l
b'

、＼
、＼

、 ＼
` ,-

/' i
[

、 、
㌔へN●、

、、
亀

ノ/
ノ

ノ'

r

!
、亀、

、、
＼ 匝

/
」

ノ'
〆

〆

〆 1

6。

50

40

3。

2。

10酸

度
o

240/80ノ200ノ 〃2己7304ク

時間(分)

607sgo

総
酸

度

五
四
・
八
デ

ア

ル
。

第

五
圖

ハ
牛
均
酸
度

ヲ
曲
線

上

二

示

シ
タ

モ
ノ
デ

ア

〃
。

即
酸
度

ハ
試
験

食

後
漸
次

二
増
加

シ
、

一
時

間
目
デ

ホ
"
尋

常
酸

度

ト
ナ

ソ
、

更

二
上
昇

シ

テ

一
時

間
孚
目
デ

最
高

ノ
山

ヲ
描

キ
、

次
デ

次
第

二
低

下

シ
テ
、
腸

結
核
患
者

二
見

ル
様

ナ
、

再

ピ
上

昇

ノ
形
勢

ヲ

全
然

示

サ
ナ

イ
。

騨
素

量

、
五
例

二
於

テ
測

定

シ
タ
璽
素

量

ノ
準
均

ハ
、

四

時

間
目
デ

最
高

ト
ナ

リ
。
食
璽

量

ト

シ
テ
○

・
四
八

二
琵
%

デ

ア

〃
。

其
分

泌
曲
線

及

ピ
酸

度

ト

ノ
關
係

の
、

ホ
ボ
輕

症

腸
結
核

患
者

二
於

テ
観

察

サ

レ
タ

モ
ノ
ト
大
同

小
異

デ

ア
ル

(第

十
⊥
ハ
表
及
第
⊥
ハ
圖
)
。

「
ペ
プ

シ

ン
」
最

、
最
高

「
ペ
プ

シ
ン
」
量

ハ
試

瞼

食
後

一
時

間
牢

二
現

ハ
レ

一
九
⊥
ハ
軍

位

デ

ア

ル
。

而

シ
テ

一
般

二
酸

度

ト

ホ
ボ
季

行

シ
テ
上
昇

ス
〃
モ
、

必
ズ

シ

モ
之

二

一
致

-

シ
ナ

イ
事
、

及

ピ

}
般

二
酸
度

ヨ
リ

モ
分

泌
持

長

ヲ
示

ス

事

ハ
既

二
腸

結
核
患

者

二
於

テ
見

ラ

レ

タ

ト
同

様
デ

ア

九
四
九



〃
。
然

シ
最
高

「
ペ
プ

シ
ン
」
量
ヲ
示

ス
時
間

ノ
季
均

ハ
、
重
症
腸
結
核
患
者

一
七
三
分
デ
ア
ソ

(第
九
表
)
、
軽
症
腸
結
核
患
者

=
二
四
分

(第

十
三
表
)
デ

ア
〃
。
非

結
核
性
慢
性
腸
疾
患

ノ
患
者

ハ
後
者

ト
殆

ン
ド
等

シ
ク

一
三
五
分
デ

ア
ル
(第
十
七
表
)
。

、

第 十 六 表

非結核性慢性腸疾患患者 二於 ケノレ酸度 ト購素量

トノ比較(五 例季均)

時間(分)1]・

遊離堅稜

線 酸 度

盤素量(食
盛 トシテ)

0.8

2・i3・14・6・
175一(1・2d・8ρ124e

ミ ド 　　　 コ ド　 　 へ

・・ぐi・ ・45・41・9・4127・5…2s・6i3・ ・4
124・ ・i2()・e

2.43.86.4 の
β

【
♂

44戸イ4844・0片'2の
ム

51

・.・7・1・.1・ ラ ・.・83・.238・.348

　

39.C'30.O

1・ ・412[・ ・4eS・ ・4轟71・ ・468.・ ・4S2

第 六 岡

非結核性慢性賜り矢患患者二於ケル胃液酸度及1・盤 素量曲線

(五例r.均)(第 十六表参照!

ゐ　

溜

馨 認
契0 .7食

〃.6

0.sト

シ0.4
　 クのヲ

こ
ロ　

瓦 酸
%度 の

〃

時間(分)

な

第 十 七 表

非結核性慢性腸疾患患者 二於 ケノレ最高酸度及

「ペ プシン」量 ヲ示ス時間拉 ビニ其値

印

5〃

40

30

2〃

lil・ 煙 隻度

11一 一嚇 難薇

/
・1

上 ニー嘔 報
1ズ

.一
i＼1

1∠
N唇=

1/ i 一

1＼
ノ芽'　

_,'`～一一一噌『ヨhr竃

〆'
'、 ・＼1

鴨、

7 一玄=
_.' 7一噂 、,1、

噂、

〆
/、 〆

♂,/
,!

l

I
∠4'

8

1!/
」7,

ク

/, 1
!o

o 顔4'
'

1 !
""2"3040607∫9・Z2・ ノ8。 初

姓 名 ■ ■ ■

酸

度

時間(分)9・19・

遊離蟹 135{55

ig・

　

総 酸 関IQ

35

9・15・

■ ■■■ ■ ■1■■ ■
9・i4・

3S6・

いe
」「(6 12d24・!9・

18138
11

267555

90

平
均

12d93

μり4

56185い5i541 4・195}7陥

45…40.4

r
1・i6・ ・

嗣(分)3・ig・ ・2・i9・}18・1・2・;…9・

1債 151225625G・2S256
256i・・24

　

轡12(q80… ・35]sod240

1256i256・256南256・288

1,

原

著

後
藤

11
腸
結
核

ノ
研
究

九
五
〇



4

十

二
指
腸
液

ノ
逆

流
、

十

三

例
中
六

例
即

四
⊥
ハ
%

二
於

テ
胃

内
容

二
膿

汁

ヲ
讃

明

シ
テ

イ

ル
、

一
般

二
分

泌

ノ
後
期

二
於

テ

ノ
讃

明

が
多

イ

(第

十
四
表
)
,

潜

出
血
。

腸
結
核

患

者

ノ
場

合

二
述

ベ
タ
様

ナ
考
察

ヲ
加

ヘ
ル
ト
、
眞

二
潜
出

血

ヲ
澄
明

シ
得

タ

ト
思
考

ス
ベ
キ

ハ
ニ
例
乃

至
三

例
デ

ア

ル

第 十 八 表

試験食後最高胃液酸度比較

均

慧酸 度

54.S

倒擁
櫨

間時

32.7

39.021.3

54.834.3

分割的
検 査

同 上

同 上

49.631.3同 上

43.9.〉..,.1

43.6

38.0

50.0
(51.3)

43.6

同 上

2時 間 日

1垂時間 日

建時間 目

1}時 間 目

1時 間 目

辮姦 織 食

・31撫騒襟

12}同 上

　

.,同 上

!
報告 者「被 検者病 名

231
1

卜
」

1

52.2

39.0

43.4
r4S.9)

42

27.1

分 劃 的136・6

†愈 査}i(37.9)

同 上30・2

同 上36,7

同 上.29.r

1時 間後

上

パ ン 加 瓦

白湯25e琵

粥1ろ0:瓦

Ewald-Boas

氏 試 験 朝 食

52

高度 ノ腸結 核

軽 度 ノ腸結核

性慢性核
恐

縮
疾

非
腸

健 康

錦上

後

藤

同

中

尾

同上

41

同

健 康 者

(16歳 一40歳
一
飾

編

一認

1一
…

…

同

35.029.0

5030

1?.,時 間 目

1時 間 目

1時 間 目

40分 目

1播 間 日

1時 間後

1時 間後

40分 一60分 後

上同

健 康 者
(40歳 一68歳)

平

田

46健 康 者

上同46上

布}健

施 同

同 上

酒 精1〔1髭
微 温 湯29e…珪i

30

30

康 者

上

健

一
同

岩

城

稻

岡

25重 湯300上同古
谷

Ewald・Boas

氏 試 験 朝 食

粥1合
白湯200瓦

粥17U瓦
番 茶20{、蛭

173上
湯
川 同

50上

44上

同

同

衆

仁
木

原

著

後
藤

11
腸
結
核

ノ
研
究

(第

十
四
表
)
。

乳

酸

ノ
讃

明
、
眞

二
乳
酸

ノ
讃

明

シ
タ

ノ

ハ
、
胃
癌

無

酸
症

ノ
患

者

(

)
一
例

二
於

テ

ノ

ミ
デ

ア

ッ
テ
、

他

ハ
何

レ
モ
「
パ

ン
」
中

ノ
乳

酸

二
曲
來

ス
〃

モ
ノ
デ

ア

〃

(第

十
四

表
)
。

考

察

酸
度
。

各
患

者

ノ
、李
均
酸
度

ヲ

一
瞥

ス
ル

ニ
、

重

症
腸

結
核
患

者
デ

八
二
時
間

目

二
最
高

酸
度

二
達

シ
、

三
時
間

目

二
於

テ

一
時

僅

二
降
下

ス
ル

モ
四

時
間

目
デ
再

ピ
上

昇

シ
テ

イ

ル
。

其
分

泌
曲
線

ハ

所
謂

勺
2
。。誓
餌
三

ヲ
七
Φ5
。
些
グ
、

二
似

タ
型

ヲ
取

ル
。

軽
症

腸
結
核

患
者

デ

八
二
時
間

ニ
シ
テ
最

高

二
達

シ
、

以
後

漸
次
降

下

シ

テ

イ

ル
。

帥

ホ

ボ

Z
()毒

包

2
胃く
。

二
近
イ
分

泌
曲
線

型

ヲ
描

キ
、
非

結
核

性
慢

性
腸

疾
患

患
者

二
於

テ

ハ
李
均

一
時
間

年

デ
最
高

二
達

シ
、

以
後

漸
次

二
減

少

シ
、

所
謂

7
萎
6
零
8
蔓

グ
七
(・
或

ハ

Z
三
.三
{二

2
剛"<
、̂

二
近

九

五

一



原

著

後
藤
n
腸
結
核
ノ
研
究

九
五
ニ

イ
分

泌
曲
線

型

ヲ
示

ス
,

更

二
第

十
八
表

二
依

リ
最

高
酸
度

ハ
重
症
腸

結
核
患

者
デ

ハ
季

均
遊

離
璽

酸

三

二
・七
、
総

酸
度

五

四
・
八
、
輕
症

腸

結
核

患
者

デ

ハ
遊
離
璽

酸

二

一
・
三
、
絡
酸

度

三
九

・
○
、
非
結

核
性
慢

性

腸
疾
患

患

者
デ

ハ
遊
離

璽
酸

三
四

・
三
、
総
酸

度

五
四

・
八
デ

ア

ッ
テ
、

何

レ
モ
生

理
的

昇
降
範

園

内

ニ
ア

ル
ヲ
知

ル
,
然

ル

ニ

一
時

間

目

ノ
酸

度

ヲ
見

ル

ニ
、
重

症
腸
結

核
患

者
デ

ハ
遊

離
璽

酸

一
九

・
四
、
総

酸
度

三

七

・
八
デ

、
(第
⊥
ハ
表
)
健

康

者

ノ
夫

二
比

シ
遙

二
低

ク
、
輕

症

ノ
者
デ

ハ
之

ヨ
リ
梢

ー
高

イ
ガ
爾

其
値

ハ
比
較

的
小
デ

ア

ル
、

此

事
實

ハ
從

來

ノ
如

キ
唯

一
回

ノ
胃
液

採

取
試
験

二
依

ッ
テ
、

結
核

患
者

ノ
胃
液

分

泌

ヲ
論
ぜ

ン
ト

ス
ル
事

ノ
妥
當

ナ

ラ
ザ

ル
ヲ
讃

ス
ル

モ
ノ
デ

ア

〃
。

以

⊥

ヲ
綜
合

ス
ル

ニ
腸
結

核

患

者
ヂ

ハ
健
康

者

及

ビ
非

結
核
性

慢
性

腸
疾
患

患
者

等

二
比

シ
、
酸

度

上
昇

逞
延

シ
、
且

比
較

的
長
時

間

二
亙

リ
高

第 七 圖

健 乗者 二於 ケノL胃液 分 泌 曲 線

(四f'六 例ZF均)(布 施 氏)

総酸度
L

一・一 游 離 塩酸

/
〆 、＼

/ '
D＼

軸 ＼ ㌧
r

//
、

＼ ・、 ,、 ＼
/ //

、 馬

＼ ・、
N

ノ
/ /

、」」覧、
r.「k

馬

プ'

/'

、、

義
/'

.'

r

60

釦

40

30

20

7S 3〃!〃 ∫!2〃 ノ315一 ノ5「〃 ノク∫15一 3045-6P

酸
度

!:[

〃

イ
酸

度

ヲ
持
績

シ
、
且

試
験

食
後

三
時

間
前

後

二

一
度

谷

ヲ
描

ク
者

ガ
多

イ
、、
而

シ
テ
腸

結

核
攣

化

ノ
著
明

ナ
者

程

此
傾
向

大

ナ
リ

ト
云

フ
可

キ
デ

ア

ル
。

此

二
反

シ
非

結
核
慢

性

腸

疾
患
患

者

ノ
酸
度

ハ
、

比
較

的
健
康

者

ノ
胃
液

所
見

二
近
イ

コ
ト
ヲ
知

〃
、、
此

等

ノ
關

係

ハ
第

一
圖

乃
至
六

圖

ヲ
布
施
氏

論
文

カ
ラ
取

ッ
タ
、

健
康

者

四
⊥
ハ
名

ノ
尋
均

酸
度

ヲ
示

ス
曲
線

即
第
七

圖

ト
比
較

ス
ル
時

ハ

一
暦
明

瞭
デ

ア

ル
、

「
ペ
プ

シ
.ン
」
量

、
重
症

腸
結
核
患

者

デ

ハ
季
均

四
時

間

ニ
シ
テ
最

高
値

二
達

シ
、

輕

症

ノ

者

デ

ハ
ニ
時

間
目

二
於

テ
、

非

結
核

性
慢

性
腸

疾
患
患

者
デ

ハ

一
時

間
孚

デ
最

高
値

ヲ
示

シ
、

其
増

減

ハ
略

ー
酸
度

ノ
増

減

一二

致

シ
テ
イ

ル
。

健
康

人

二
關

シ
テ

ハ
中
尾

・布
施

・

稻

岡
氏
等

ノ
槍
索

ガ

ア
リ
、
布

施
氏

ハ
メ
ッ
ト
氏

法

二
依

リ

ニ
時

間

四
十

五
分
デ

「
ペ
プ

シ

ン
気
慣
ガ
最
膏両

二
}達

ス
ル
ト
云

ッ
テ
居

ル
。
。
餉
W腸
結

核
患

者
デ

ハ

「
ペ
プ

シ

ン
」
〃慣

ノ
上

　紛

昇
邊

延

シ
、

且

ッ
比
較

的
長
時

間
高

イ
値

ヲ
持
績

ス
ル

ニ
反

シ
、
非

結
核

性
慢

性
腸
疾

患

問時

患

者
デ

ハ
最
高
値

二
達

ス
〃
時
間

早

ク
、

其
高

イ
値

ヲ
持

績

ス
ル
時

間

モ
比
較

的
短

イ
。

璽

素

量

.
腸

結
核

病
攣

ノ
著

明

ノ
者

デ

ハ
四
時

間
目

デ
璽
素

量

最
高

二
達

シ
、

食
璽

量
ト

シ
テ
李

均
○

・六

三

一
琵

%
デ
、

輕
症

ノ
者

デ

ハ
ニ
時

間
目

二
於

テ
最
高

二
達

シ
○
・
四
七



四
琵
%

二
當

り
、
非

結
核

性
慢
性

腸
疾

患
患

者
デ

ハ
四
時

間
目
デ

最
高

ト
ナ

リ
○

・
四
八

二
琵

%
デ

ア

ル
。
之

ヲ

O
Φ包
8

σq
・
ρ
Ω
目
⊆
巳

・
国
。
望
Φβ

カ

=
亀
ヨ
曙
①5

閑
Φ
奮
器
ぴ

Q∩
け冨
口
ωN"
竃
一魯
①5

≦
♂
魯
爵
げ
窪
ω
等

ノ
西
洋
人

二
就

テ

ノ
槍
索

及

大
谷

・古

谷
氏
等

ノ
本
邦
入

二
就

テ

ノ
槍

索

二
比

ス
ル

ニ
、

重
症
腸

結
核
患

者

ノ
試
験

食
後

ノ
胃
液

璽
素

量

ハ
健

康
人

ノ
夫

ヨ
リ

七
最
高
値

二
達

ス
ル
時

間

ノ

ヤ

、
渥

延

ス
ル
ト
共

二
其
慣

ノ

ロ

…遙

二
大

ナ

ル

コ
ト

ヲ
知

ル
。

次

二
上
述

ノ
如

ク
輕

症
腸

結
概
患

者

拉

ビ

ニ
慢

性

腸
疾
患
患

者

二
於

テ
、
、
酸
度

ノ
降
下

二
拘

ラ
ズ
聴

素
量

ノ
依
然

ト

シ
テ
高

イ
濃
度

ヲ
示

ス

コ
ト

ハ
、

十

二
指
腸

液

ノ
逆

流

ト
關
係

ア

ル

モ
ノ
ト
考

ヘ
ラ

レ
ル
.

此

鮎

二
關

シ
テ

ハ

=
色

9

氏
等

ノ
所
述

二
贅

セ

ン
ト
慾

ス
ル
。

十

二
指
腸
液

ノ
逆

流
。

腸

結
核

患
者

二
於

テ

毛
又
非

結
核

性
慢

性
腸
疾
患

患
者

二
於

テ

モ
共

二
、

五
〇
乃

至
七

〇
%

二
於

テ
十

二
指
腸
液

ノ

逆

流

ヲ
認

メ

ル
。

而

シ
テ
其

時
間

的
關
係

ハ
、

何

レ
モ
胃
内
容

ノ
最

高
酸
度

二
達

ス
ル
前

後

二
於

テ
之

ヲ
讃
明

ヌ

ル

コ
ト
ガ
多

イ
。

但

シ
此

事
實

ハ
生

理
的

ニ
モ
存

ス

ル

モ
ノ
ナ

ル

コ
ト

ハ

勺
。
註
。
多

UU
O
=
旨
Φ
節

ス
ユ
《
ωぎ

ヨ

訳
霧
。・凶冨
5
譜

=
9
一霞

等

ノ
既

二
認

メ
タ
庭
デ

ア

ル
。

潜

出
血
。

被
槍

者

ノ
大
多

数
、
殊

二
酸
度

ノ
高

イ
者

二
於

テ
著

明

二
認

メ
ラ

レ
ル
。
然

シ

<
。
コ

ピ
Φ
㊤
ωニ
ヨ
"
区
Φ
ヨ
フ

Ω
霊
巳

∋
窪
P

Ω
円Φ
狛
Φ
肖。。Φ一、

等

ノ
諸

氏

ハ
胃
液

内

ノ
血

液

反

慮

ガ
診
断

上
信

ヲ
置

ク

ニ
足

ラ
ズ

ト
構

シ
、
QD
9
ヨ
崇
蕊
ξ

鴇
"
自
畝
ヨ
霧
聴
『り
じU
8
ρ
N
α
風
葺
N
等

ノ
諸
氏

ハ
之

二

少

カ
ラ
ズ
診
断

上

/
債
値

ヲ
附

セ

ン
ト

シ
テ

イ

ル
。

余

ハ
経

験

上

レ
ー

「
ア
ス
氏

細

胃
管

ノ
如

キ

モ
、

嚥
下

ノ
際

叉

ハ
嚥

下

ノ
後

胃

ノ
粘
膜

二
外
傷

ヲ
與

ヘ
テ
、

人
工

的

二
小
出
血

ヲ
生

ぜ

シ
ム
ル

コ
ト
ナ

キ
ヲ
保

セ
ズ
、

殊

二
強

ク
胃
液

ヲ
吸
引

ス
ル
ガ
如

キ

ニ
際

シ
テ
、

胃
粘

膜

ノ

小
出

血

ヲ
惹
起

セ

シ

ム

ル

コ
ト
ナ

キ

ニ
非

ズ

ト
思
考

サ

ル

・
ヲ
以

テ
、

少

ク

ト

モ
胃
液

ノ
潜

出

血
反
慮

ヲ
考
察

ス
ル

ニ
際

シ
テ

ハ
、

愼

重
ナ

ル
態

度

ヲ
持

セ
子

バ
ナ

ラ

ヌ
ト
信
ズ

ル
。
殊

二
「
ピ
ラ

ミ
ド

ン
」
酒
精
溶

液

ヲ
用

ヒ
ル
ガ
如

キ
鏡
敏

ナ

ル
方

法

二
依

ル
時

ハ
爾

更
然

リ
デ

ア

〃
。
,

乳

酸

ノ
反
癒
。
胃
液

分

泌

ノ
初
期

即
十
分

乃

至

二
十
分

ニ
シ
テ
、
殊

二
微

量
乳

酸

ヲ
謹

明

シ
タ
場

合

ニ
ハ
何
等

診
断

上

ノ
債
値

ヲ
附

シ
難

イ
。

何

ト
ナ

レ
バ
試
験

食

ナ

ル
「
パ

ン
」
中

ニ
モ
多

少

ノ
乳

酸

ガ
含
有

サ

レ
テ
居

ル
カ
ラ
デ

ア

ル
。
室

腹
時

胃
内

容

二
之

ヲ
讃

明

セ
ズ

シ
テ
、

試
験

食
後

二
謹

シ
タ

ル
ガ
如

キ
担
勿
合

二
於

テ

ハ

=
層
注
虫思
ヲ
要

ス

ル

コ
ト
デ

ア

ル
。

以

上

ヲ
総

括

ス

ル

ニ
腸
結

核

性
憂

化

ノ
甚

シ
キ
者

程
胃
液

ノ
分

泌

ハ
特

長
性

デ

ア

ル

コ
ト
、

及

ビ
試

験
食

後

三
時
間
頃

二
於

テ
分

泌
曲
線

上

原

著

後
藤
11
腸
結
核
ノ
研
究

九
五
三



原

著

後
藤
H
腸
結
核
ノ
研
究

九
五
四

一二

度

谷

ヲ
示

シ
、

四
時

間

ニ
シ
テ
再

ビ
高

ク
ナ

ル
傾
向

ヲ
認

メ

ル
。

此
事
實

ヲ
如
何

二
解

ス
ベ
キ
カ
,

抑

ー
植
物

紳
経

系
統

ガ
胃

腸
壁

二
分
布

シ
、

其
刺

戟

二
依

ッ
テ
胃
腸

ノ
機

能
ガ
左

右

サ

ル

・
コ
ト

ハ
周

知

ノ
事

實
デ

ア

ッ
テ
、

一
般

二
副
交

戚
神

経

ノ
刺
戟

ハ
胃

液

ノ
分
泌

ヲ
充
進

セ

シ
メ
、
交

威
棘

経

ノ
刺

戟

ハ
之

ヲ
抑
制

ス
ル

モ
ノ
デ

ア
ル
、

而

シ
テ
其

刺
戟

ガ
腸
内

二
存

ス
ル
場

合

モ
、

反
射

的

二
胃
液

ノ
分

泌

二
影
響

ヲ
及

ボ

ス
事

ハ

勺
。
件8
冨
σQ
霧

氏
等

ノ
説

ク
所
デ

ア

ル
、
然

ル

ニ
腸
結
核

患

者

ノ

レ
ン
ト
ゲ

ン
所

見
デ

最

モ
良

ク
其
攣

化

ヲ
認

メ
得

ル
者

ハ
、

病
竈

ガ
廻

盲
部

二
存

ス

ル
者

デ

ア

ル
。

叉
臨

鉢

的

二
下
痢

其
他

ノ
訴

ヲ
爲

ス
場

合

モ
、

病
憂

ノ
廻
盲

部

以
下

二
甚

シ
イ
場

合
デ

ア

ル
,

從

ッ
テ
如

斯

キ
患
者

ガ
長

時

間
高

イ
胃
液
酸

度

ヲ
持

績

シ
、
同

時

二
其

分
泌

曲
線

ガ
試
験

食

後

三
時

間
目

二
輕
度

ナ

ガ
ラ
谷

ヲ
作

ル
事

實

ヲ
バ
、

十

二
指
腸
液

ノ
逆

流

ニ
ヨ
ル
影
響

ノ
外

二
、

小
腸

殊

.二
廻
盲

部

二
分

布

サ

レ
タ

ル
副
交

戚
疎

経

ガ
囁

取

セ

ル
試
験

食

ノ
移

行

二
依

リ
刺

戟

サ

レ
テ
、

反

射
的

二
胃
液
分

泌

ヲ
促

ス

コ
ト

ニ
基

因

ス
ル

モ
!
ト
説

明

ス
ル

コ
ト
ガ
比
較

的
合

理

的
デ

ア

ル

マ
イ

カ
。
此

ノ
事

ハ
後

述

ノ
胃

及
ピ
腸
内

容
停
滞

時

間

二
就

テ
考

フ

ル

モ
、
何

等

ノ
矛
盾

ヲ
認

メ
ナ

イ
檬

二
思

フ
。

第

五

章

腸
結

核
患

者

ワ
胃

及

腸

ノ

レ
ン
ト

ゲ
ン
検

索
上

ノ
所

見

卜
胃
液

ト

ノ
關

係

胃
及

ビ
腸

ノ
運
動

機

能

ハ
、

其
分

泌
機

能

ト
共

二
消

化
器
系

統

ノ
疾
患

二
際

シ
、

重
要

ノ
意
義

ヲ
有

ス
ル

モ
ノ
デ

ア

ル
事

ハ
勿

論

デ

ア

ル
。

余

モ
又
此

見
地

二
基

イ
テ

、

腸
結
核

患

者

ノ

レ
ン
ト
ゲ

ン
診
断

ノ
際
、

掻
取

シ
タ
「
バ
リ
ウ

ム
」
造
影

捌

ノ
胃
及

腸
内
停

滞

時
間

ヲ
槍

シ
、

進

ン
デ

之
ガ

胃
液
分

泌

ト

ノ
間

二
如

何
ナ

ル
關
係

ガ

ア

ル
カ

ヲ
考
究

セ

ン
ト

シ
タ
。

一
、
健

康
者

二
於

ケ

ル
胃

内

容
停
滞

時

間
。

一
八
九

五
年

ニ
レ
ン
ト
ゲ

ン
線

ガ
登
見

セ
ラ

レ
、

其
後

国
巴
霞

氏

二
依

ル
次
硝

酸
蒼

鉛
、
UU
碧
冨
琴
O
牙

9
2

氏

等

二
依

ル
硫

酸

「
バ
リ
ウ

ム
」
等

ノ
優
秀

ナ

ル
造
影

食

餌

ヲ
以

テ

ノ
研

索

ガ
行

ハ
レ
テ

ヨ
リ
、

人
騰

消
化
管

ノ
研

究

ハ
長

足

ノ
進

歩

ヲ
途
ゲ

ル
様

ニ
ナ

ッ
タ
。
胃

ノ
運

動

機

能
測

定

ノ
如

キ

モ
其

一
ツ
デ

ア

ッ
テ
、

近
來
内

外
先

進
諸

家

ノ
努

カ

ニ
依

ヅ
テ
此

方
面

ノ
知

見
ガ
著

シ
ク
開

拓

サ

レ
テ
來

タ

ノ
デ

ア

ル
.)

O

健

康
者

ノ
胃
内

容
停

滞

時

間

二
就

テ

ハ
、

學
者

二
依

ヅ
テ
多

少

ノ
相

違

ガ

ア

ル
。
=
睾

山
多

氏
等

ハ
普
疸

二
乃

至
四

時
間

ニ
シ
テ
胃

ハ
塞
虚

ニ
ナ

ル
ト
説

キ
、

其
生

理

的
範

團

ヲ

ニ
乃

至
六
時

間

ト

シ
テ

イ

ル
。

其

他

零
巴
頸

氏

ハ
ニ
時

間

ニ
シ
テ
、
ス
器
巴
①
氏

ハ
ニ
乃

至

三
時
間

孚

デ
、

=
。
冒
ぎ

①。謀

氏

ハ
ニ
乃

至
⊥
ハ
時
間

ヂ
、

浦
野
氏

ハ

一
時

間
四

五
分
乃

至
三

時
間

デ
、
QD
。匿
Φω凶コ
σq
霞

氏

ハ
ニ
時

間
孚

乃

至
三
時

間
デ

ソ

レ



0

、

ゾ

レ
胃

ノ
空

虚

ヲ
讃
明

ス
ル
ト
云

フ
。

以

上

ハ
総

ベ
テ
欧

米
人

二
就

テ

ノ
検

索
デ

ア

ル
ガ
、

本

邦
人

二
關

シ
テ

ハ
其
生

理
的
動

揺

ヲ
吉

光

寺

及

ビ
友
石

氏

ハ

一
時
間
孚

乃

至

二
時

間
、

藤
澤

及

ビ
川
島

氏

ハ

一
時

間

二
七

分
乃

至
三

時
間

三
五
分
、

加
藤

及

ピ
中

村
氏

八
二
時
間

五
〇
分

乃

至
五
時

間

=

分

、
高

藤
氏

八
二
時
間
乃

至

三
時
間

ト
登
表

シ
、

近

ク
中

村
民

力
健
康

胃

二
百
三
十

四
例

ノ
検
索

二
於

テ
、

二
時

間
乃

至

四
時
間
孚

以
内

ト
報
告

シ
テ

イ

ル
。

但

シ
此

ハ
囁
取

シ

タ

造
影
食

餌

ノ
種
類

及
ピ
掻

取
後

ノ
騰
動

拉
ビ

ニ
騰
位

二
・モ
關

係

ス

ル

モ

ノ
デ

ア

ル
。

言
弩
8
<
凶。

及
ビ

℃
Φ歪
。。ωす

両
氏

ハ
左

側
臥
位

ハ
停
滞

時

間

ヲ
長

ク

シ
、
右
側
臥
位

ハ
之

二
反

シ
テ
短

ク

ス

ル

コ
ト
ヲ
報
告

シ
、
○
お
亀
鑑

氏

ハ
蒼

鉛
食

餌

(炭
酸

蒼

鉛
六

〇

・
○
琵
、

「グ

リ
」

ス
フ
ラ
イ
」
三
五
〇

・
○
琵
、
乳

糖
若

干
)
ハ
食
後
.三
時
間

ヨ
リ
三
時
間
宇

デ
全

ク
胃

ヲ
去

り
、

「
バ
リ
ウ

ム
」
食
餌

(硫

酸

「
バ
リ
ウ

ム
」
一
五
〇

・
○
で死
、

「
モ
ン
ダ

ミ

ン
」
二
〇

・○
琵
、

第 十 九 表

重症腸結核患者 二於 ケノレ胃内容排 出

時間及 ピ最高 胃液酸度

最 高 酸 度

時間釧 灘 蟹1綴 度
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原

著

後
藤
"
腸
結
核
ノ
研
究

砂
糖

二
〇
・
○
琵
、

「
カ

・
オ
」
一
〇

・
○
琵

、
蒸

鯛

水

四
〇
〇

・
○
琵
)
ハ
食
後

一
時

間
宇
乃

至

二
時

間
デ

排
出

シ
終

〃
ト
云

フ
。

以

上
生

理
的
胃
内
容

排
出

時
間

ハ
報

告
者

二
依

ツ
テ
甚

シ
イ
相

違

ガ

ア

〃
ガ
、
多

ク

ノ
場
合

二

於

テ
健
康

胃

ノ

「
バ
リ
ウ

ム
」
造
影
剣
排

出
時

間

八
二
乃

至
三
時
間
前

後

ト
見
倣

サ

レ
得

心
デ

ア

ラ
ウ
。

而

シ
テ
其
極
限

ノ
場

合

ヲ
顧
慮

ス

レ
バ

ニ
乃
至
⊥
ハ
時
間

ト
セ

子
バ
ナ

ル

マ
イ
.

二
・
腸
結
慧

者

二
於
ケ

グ
胃
内
容
停
滞
時

間

、

余

ノ

レ
ン
ト
ゲ

ン
検
索

ハ
主

ト

シ
テ
腸

結
核

ノ

診

潮

上

ノ
目

的
デ
、
被
検
者

ノ
大
部
分

ハ
「
バ
リ

ウ

ム
」

食
前

・
食

直
後

・
二
時

間
・
三
時

間

・八

時

九
五
五
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第 二 十 表

軽症腸結核患者 二於 ケ・レ胃内容排 出
時間及 ピ最高 胃液酸度

酸度:

65

58

40

一
38

55

53

50

20

60

40

58

姓 名
胃内容澄
明 時 間(
最 終)

胃内容空
虚謹明時

間(最 初) 時間(分)

最 高 酸 度
冒-一 一 一 一 一

遊離盤酸
一 一__一_.r-

25

48

32

一一

15

一 』

35

鶏

一}一 一 一一

」一 一 一 』一

■
　T　 一　一 一

318 240

120

一

240

90

90

9

-一 一}一 一 一　-一

S

3

冒　 一 一7一 一

3

一一『

一 一}　

■
一 一 　 　 -巳可-邑 一

■
一 『一冒'一

■

3

-
1

円
一　一 一一 一 一

2

一}

2

一 一

一

2

一}一 一一　〒一一一 　

3

3

一 一一 一

s

一 一一一一

12040

一一一

60 35

3 8 120 0

2 3 90
--一

75

35

2 3

一 一一

26

2 3 240 45

・李 均 2.5 5.0 135

第 二 十___.表

非結核性慢性腸疾患患者 二於 ケノv胃
内容排出時間及 ビ最高胃液酸度

姓 名
胃内容説
明 時 間
(最 終)

胃内容空
虚説明時

間(最 初) 時間(分)

最 高 酸

遊離盛酸
一 一 一

度

・一 一

F

総酸度
一一一 　一

■ 3 8 90 35

一一 一}一 　～ 一

38

一
70

■ 2 3 90 56

■ 2 3

一 璽
90

一 丁

60

1釜
一

55

〒　〒

幽一一'一一 一 一一一 ■

26

一 一一 一 一 一一 一

}　 一 一 一

85

45

一 一』`

■ P 2

3 8 60
一一

39

　

3 8

3 8 120

一 一一 一 一 一 一

一一 　 冒一 一

40

一一 一

95

一一,曽

3 8 240 75

2 3 90 55 90

2 3 90 35 50

平 均 2.6 5.4 101

間

.
八
時

間
牢

.
二
十

四
時

間

.
四
十
八
時

間
後

二
行

ッ
タ
透
視

蛇

ビ

ニ
其
間

二
爲

シ
タ

ル

一
、
二
同

ノ
撮
影

ヲ
横
線

ト

シ
テ

判
断

シ
タ

モ
・
デ

ア
〃
爲

二
、
胃

内
容

排
出

時
間

ノ
検
索

が
多

少

正
確

ヲ
映

ク

ノ
憾

ハ
ァ

ル
ガ
、
大

鵬

ノ
時

間

的
推
移

ヲ
知

ル
ダ
ケ

ノ
結

果

二
到
達

シ
タ
ト
信

ズ

ル

ノ
デ

ァ

ル
。

印

鑑
十

九
表

乃

至

二
十

一
表

二
示

ス
ガ

如

ク
、

重
症

腸
結

核
患

者

二
於

ケ

〃

最

終

ノ
胃
内
容

澄

明
時

間

ハ
平

均

二
・九

時

間
、

胃
内

容

ノ
空

虚

ト
ナ

リ

シ
ヲ

認

メ
タ
最

初

ノ
時

間

ノ
李
均

ハ
⊥
ハ
・九

時
間
デ

ア

ル

ニ
反

シ
。

軽

症
腸

結
核
患

者

ノ

ソ

レ
ハ
ニ
・
五
時

間

及
五

・
○
時

間
デ

ア

リ
、
非

結

核
性
慢

性

腸
疾

患

二
於

テ

八

二
・
六
時

間

及
五

・
四
時
間

デ

ア

ル
。

勿
論

透
視
時

間

ヲ
細
分

シ
ナ

カ

ッ
タ

結

果
、
軽

症
腸

結
核
患

者

ト
非

結

核
性
慢

性

腸
疾

患

患
者

ト

ノ
間

二
著

明

ナ

ル
攣

化

ヲ
認

メ
難

カ

ッ
タ
ケ

レ
ド

モ
、

之

ヲ
重
症

腸
結
核

患
者

二
比
較

ス
ル
時

ハ
明

力

、
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重症腸結核患者 二於 テ造影劃囁取後三時

間目二胃内容室虚 ナ リシ者三例 ノ李均胃

液酸度蛇 ビニ胃液分泌曲線
一

時間(到 10 20 30 4・16・
1

75 90 120 180 240

遊離劉 3.3 10.0 11.6 8・31・5・ ・ / 20.0 14.6
、

8.6 5.0

総 酸 劇8・3 20.0 26.6 23・ ・133・ ・ / 41.6 35.3 25.3 18.6

酸 μ
度

50

5'ク

4ク

30

20

μ

o

lll 1 総酸度

,

1 1
一一 一溝 離 塩酸

1

ト
1 /

ノ＼
1/

ノ ＼ 」

ノ
/ ＼

＼ / ＼ k

レ/
＼ 1 ＼

刀 ,ノ 」

!〆 、
＼ 、

、

/レ k

6'/
'

、、
h鞠＼

、 ＼

沼
＼ ℃〆 陳 、一 _r

yl 1
01〃 ヱ〃3〃4060ク ∫30ゐ20!8"2チ ρ

時間(分)

第 二十三表及 ピ第九圖

重症腸結核患者 二於 テ造影剤囁取後八時

間目二漸 ク胃内容室虚 ナ リシ者九 例ノ李

均胃液酸度拉 ビニ胃液分泌曲線

時 間 〔分)1・ ・12・13・i4・

灘 藍 酸17・ ・1・3・31・5・4・7・8

懸 度1・2・5124・427・4133・ ・

6・1751g・1・2・

23・・129・41136.440,2

43・7155・ ・16…175・ ・

180

37。4

59.2

240

37.5

56.6

九
五
七

60

70

60

∫o

40

30

20

酸!o
度

0
〃 ノ02〃3〃406〃7∫ge/2〃

時間(分)

/ ＼
ノ
〆 ＼

/ ＼
/

、

,

/
ノ

/
ノL_

/ ノ

1!,
〆

一、 rレ、 ●■、
馬舳rト噂一 一一 一一 薗一 噂一 嶋一一r

ノ〆 /

ノ
/ ,ノ

/

r-

ノ
r

ノ ノr

'

/
'/

'

/

メ〆'

ノケ!

一 総 薗幻女

一・一・游 離励 美

/80

プ
、
最
終

ノ
胃

ノ
者

五

、

が

」
]

]

」

24

二
排
出

ノ
速

カ
ナ

ル
事

ガ
認
メ
ラ

レ
ル
。
即
腸
結
核
患
者

二
於
テ

ハ
病
勢

ノ
進
行

二
俘

ヒ
、
胃
ノ
運
動
機
能

二
障
碍
ヲ
起

シ
、
胃
内
容
排
出

時
間

ノ
渥
延

ヲ
來

ス
カ
ノ
観
ガ
ア
ル
。

余

ハ
更

二
以
上

ノ
事
實
ガ
胃

ノ
分
泌
機
能

二
照
合

シ
テ
如
何
ナ

ル
關
係
ガ
ア
ル
カ
ヲ
見

ン
ト

シ
タ
。
即
重
症
腸
結
核
患
者

二
於
一

内
容
讃
明
時
間
二
時
間
目

ノ
者
三
例

ノ
酸
度

ハ
干
均
八
八
分
、
三
時
間
目

ノ
者
⊥ハ
例
ノ
ソ
レ
ハ

一
⊥
ハ
三
分
、
八
時
間
目

ノ
者

一
例

ノ
ソ
レ
ハ
ニ

四
〇
分

ニ
シ
テ
ソ
レ
ゾ

レ
最
高

二
達

シ
テ
居

ル
。
輕
症
ナ
ル
腸
結
核
患
者
デ

ハ
ニ
時
間
目
ノ
者
⊥
ハ
例
卒
均

=

七
分
、
三
時
間
目

例

李
均

一
五
六
分
、
非
結
核
性
慢
性
腸
疾
患
患
者
デ

ハ
ニ
時
間
目

ノ
者
四
例
、
卒
均
七
八
分
、
三
時
問
目
ノ
者
五
例
、
内

一
例

ノ
無
酸
度

ノ
者

ヲ
除
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入

イ
タ
有
酸
度

ノ
者
四
例
デ

ハ
李
均

一
二
八
分

二
於

テ
ソ
レ
ゾ

レ
最
高
酸
度

二
達

シ
テ
イ
ル
、
更

二
重
症
腸
結
核
患
者
十
三
例

ノ
酸
度

ハ
李
均

一
五
三
分

ニ
シ
テ
、
輕
症
腸
結
核
患
者
十

一
例

ノ
ソ

レ
ハ
李
均

一
三
五
、
非
結
核
性
慢
性
腸
疾
患
患
者

ノ
ソ

レ
ハ

一
〇

一
分

ニ
シ
テ
夫

々
最

高
値

ヲ
示

シ
テ
居

ル
。
更

二
此
等

ノ
酸
度

ヲ
バ
曲
線
圖
上

三
不
ス
時

ハ
、
前
章

二
述

ペ
タ

ル
ガ
如
ク
高
度

ノ
腸
結
核
患
者
デ

ハ
他

ノ
ニ
者

二

比

シ
著

シ
イ
分
泌
持
長

ヲ
示

ス
ガ
、
更

二
重
症
腸
結
核
患
者
中
デ

モ
、
三
時
間
目

ノ
透
覗

二
於

テ
既

二
胃
内
容

ノ
室
虚
デ

ア
ッ
タ
者
三
例
、

入
時
間
目
ノ
透
覗
デ
胃
内
容

ノ
室
虚
デ

ア
ッ
タ
者
九
例
ノ
卒
均
酸
度

ヲ
曲
線
上

二
示
圖

ス
ル
ト
キ

ハ
、
後
者

ハ
前
者

二
比

シ
テ
著

シ
イ
分
泌

持
長

ヲ
示

ス
ヲ
見

ル
(第

二
十

二
表
及
ビ
第
八
圖

並
ピ

ニ
第

二
十
三
表
及
ビ
第
九
圖
)
..

第 二 十 四 表

輕症腸結核患者 二於 テ造影捌囁取後三時間目
二胃内容室虚ナリシ者六例 ノ李均胃液酸度

時間(分) ・・12・13・14・16・17519・1・2・1・8・12・(

遊離盟酸 5・71S・6113・21・8・Sl25・ ・i2S・sl26・S127・5116・81・6・(

総 酸 度 1…61・5・ ・123・3126・6139・ ・145・・岡4・ ・8128・7123・C

第 二 十 五 表

輕症腸結核患者 二於 テ造影捌掻取後八時

間目二漸 ク胃内容室虚 ナ リシ者五例 ノ牢

均 胃液酸度

時間(分)・ ・12・3・4・1 6・1 75 9・1・2・1・8・124(

遊 離 劃5・616・41…61・8・ ・1・7・・1
1・6・・i・8・・i・5・21・3・8

器 度1・ ・21・6・・127・2133・613・ ・41 134・8i39・8129・6124・6

第 二 十 六 表

非結核性慢性腸疾患患者 二於 テ造影捌囁

取後三時間目二胃内容室虚ナリシ者四例

ノ孕均胃液酸度

時間(分)1・ ・i2・13・14・16・175い ・1]2・1・8・124c

遊 離 劃4・7・ ・…2・312・ ・32・ ・23…4・ ・82・ ・33・3・ ・7

総 酸 度1…5'・8・ ・2・ ・733・ ・37・252・56・ ・239・ ・ …515・C

第 二 十 七 表

非結核性慢性腸疾患患者二於 テ造影剤囁

取後八時間目二漸 ク胃内容室虚ナリシ者

五例 ノ季均胃液酸度

、時間(分)1・ ・12・3・14・16・17519・1・2・1・8・124・

灘 難2・ ・12・619・2i・2・ ・i22・42…128・6132・612…i・7・8

羅 劇6・418・81・8・4128・2i32・4i29・8i53・8155・2144・ ・i29・6



然

ル

ニ
輕
症
ナ
ル
腸
結
核
患
者
及
ビ
非
結
核
性
慢
性
腸
疾
患
患
者
デ

ハ
、
三
時
間
目

ノ
透
覗

二
於

テ
胃
内
容

ノ
塞
虚
ヲ
謹
明

シ
タ
者

モ
、
八

時
間
目

ノ
透
覗

二
於
テ
胃
内
容

ノ
室
虚

ヲ
謹
明

シ
タ
者

モ
、
酸
度
曲
線
上

二
於

テ

ハ
大
ナ
ル
相
違

ヲ
登
見

シ
ナ

イ

(第

二
十
四
表
乃
至
第
二

十
七
表
)
。

コ
レ
ニ
依

ッ
テ
見

ル
ト
キ

ハ
、
重
症
腸
結
核
患
者
デ

ハ
酸
度
分
泌
持
長

ヲ
示

ス
者

ハ
、
概

子
胃
内
容
排
出
逞
延
ヲ
件

フ
ケ

レ
ド

モ
、
輕
症
腸

結
核
患
者
及
ビ
非
結
核
性
慢
性
腸
疾
患
患
者
デ

ハ
、
胃
内
容
排
出
逞
延

ス
ル
者
必
ズ

シ
モ
分

泌
持
長
ヲ
示

ず
ナ
イ
。
而

シ
テ
前
章

二
於
テ
重

症
腸
結
核
患
者
ノ
分
泌
持
長

ニ
ハ
、
病
攣

ヲ
有

ス
ル
腸
管

ヨ
リ
ノ
副
交
威
神
経

ノ
刺
戟
ガ
與

ッ
テ
カ

ァ
ル
モ
ノ

ニ
ア
ラ
ズ

ヤ
ト
推
論

シ
タ
ガ
、

今
重
症
腸
結
核
患
者

ノ
胃
内
容
排
出
時
間
ト
胃
液
分
泌
持
績
時
間
ト
ガ
或
程
度
迄
李
行

ス
ル
ノ
事
實

ハ
、
其

ノ
間

二
何
等

カ
ノ
因
果
的
關
係

ノ
存
在
ヲ
想
像

セ
シ
メ
ル
。
爾

ホ

ご
竃
①
量

αq
。・爵
Φコ
勺
二
。
歪
ω胃Φ
守
×
..
ト
胃
液
酸
度
ト
ガ
密
接
ナ

ル
關
係
ヲ
有

ス
ル

コ
ト

ハ
周
知

ノ
事
實
デ

ア

ル
ガ
。
其
ノ
他
後

二
述

ベ
ル
如

ク
重
症
腸
結
核
患
者

ニ
ハ
概

シ
テ
胃
下
垂
叉

ハ
胃

「
ア
ト

ニ
ー
」
ヲ
謹
明

ス
ル
ト
云
フ

コ
ト
モ
、
胃
内
容
排
出

逞
延

ノ

一
因
ト
見
徹

シ
得

ル
デ

ア
ラ
ウ
。

三
、
腸
結
核
患
者

二
於
ケ
ル
胃

「
ア
ト

ニ
ー
」
二
就

テ
。

重
症
腸
結
核
患
者
十
三
例
中
胃

「
ア
ト

ニ
ー
」
及
ビ
胃
下
垂
ヲ
認

メ
タ
者
六
例
、
輕
症
腸
結
核
患
者
デ

ハ
十

一
例
中
二
例
、
非
結
核
性
慢
性
腸

疾
患
患
者
デ

ハ
十
例
中
四
例

二
於
テ
讃
明
サ

レ
タ
。
此

二
依

ッ
テ
見

ル
ト
キ

ハ
重
症
腸
結
核
患
者
デ

ハ
他

ノ
ニ
者

二
比

シ
テ
、
比
較
的
多
歎

二
於
テ
胃
「
ア
ト

ニ
ー
」
及
ビ
胃
下
垂
ヲ
讃
明

ス
ル
。

コ
ノ
事
實

ハ

=
①
長

6
。
き
器
ご
Qの
9

二
。。

等

ノ
諸
氏

ノ
結
核
患
者

ニ
ハ
屡

ー
胃
下
垂
叉

ハ
胃
振
張
ヲ
俘

フ
ト
云
フ
説
.
及
ビ

閑
ぎ

箆

氏

ノ
結
核
患
者
殊

二
消
化
障
碍

ヲ
件

フ
者
デ

ハ
、
総

プ
運
動
力

蛇

二
緊
張
カ

ノ
減
弱
ヲ
件

フ
ト
云

フ
報
告

二

一
致

ス

ル

モ
ノ
デ

ア

ル
。

余

ハ
胃

「
ア
ト

ニ
ー
」
拉

ビ

ニ
内
容

排
出
時

間

及

ビ
胃
液

分

泌

ト

ノ
關

係

ヲ
注
意

シ
タ
ガ
、

寄

鐸
ρ

Q∩
。匡
Φ
ωぎ
σq
臼

等

ノ
諸

氏

ガ

一
般

二
胃

「
ア

ト

ニ
ー
」
ハ
胃
内
容

排
出

逞
延

ヲ
件

フ
ト
云

ッ
テ
居

ル
事

ハ
、

鼓

ニ
モ
或

程
度

迄
適
合

ス
ル

ニ
シ
テ

モ
、
腸
結
核
患

者

ノ
胃
内

容
排
出

逞
延

ヲ

説

明

シ
霊

ス

ニ
ハ
不
充
分

ノ
檬

二
思

フ
。

四
、

小
腸
内

容
排
出

時
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二
於

テ
既

第二十八表及 ピ第 十圖

重症腸結核患者 ニテ造影剤囁取後八時間

目 ノ透視二於 テ小腸内容室虚 ナ リシ者三

例 ノ李均胃液酸度拉 ピニ胃液分泌曲線

時間(分) 10 20 30 40 60 75 90 120 180 240

遊離'鞭酸 7.6 16.0 17.5 18.5 18.3 32.3 36.0 23.6 11.6

総 酸 度 13.3 31.3 34.0 30.0 39.6 49.6 49.0 35.0 20.3
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OIO203040

時 間(分)
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第二十九 表及 ビ第十一圖

重症腸結核患者 ニテ造影剤撮取後二十四

時間目 ノ透硯 二於 テ漸 ク小腸 内容室虚 ト

ナ リシ者十例 ノ季均胃液酸度拉 ピニ胃液
φ

分泌曲線

P時間(分) 10 20 3・14・
一

60

-一 一
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75 90 120 180 240

遊離盤酸 3.6 S.4

-、}7

18.9

・3・51・7・5 19.4

一

25.9 2S.6 24.9 34.6

絡、酸 度 7.2 25・ ・13・ ・3 38.3 35.0 45.7 51.5 44.9 52.0
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第三十表及 ピ第十二圖

重症腸結核患者 ニテ造影捌囁取後三時間

目ノ透視 二於 テ盲腸部充實 ヲ謹明セシ者

三例 ノ李均胃液酸度蛇 二胃液分泌曲線
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第三十一表及 ピ第十三圖

重症腸結核患者 ニテ造影剃構取後八時間目
ノ透親 二於 テ漸 ク盲腸部充實 ヲ謹明 セシ者

九例 ノ李均 胃液酸度拉 ビニ胃液分泌曲線
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實
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認
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タ
三
例

第三十二表及ピ第十四圖

輕症腸結核患者ニテ造影捌掻取後三時間

目ノ透覗 二於 テ盲腸部充實 ヲ謹明セシ者

六例ノ卒均胃液酸度蛇二胃液分泌曲線

時間(分)1・ ・12・13・ 國6・17r・lg・1・2・1・8・124C
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第三十三表及 ビ第十五圖

輕症腸結核患者 ニヲ造影劃囁取後八時間目

ノ透視 二於 テ漸 ク盲腸部充實 ヲ謹明 セシ者

五例 ノ李均胃液酸度拉 ピニ胃液分泌曲線
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第三十四表及 ビ第十六圖

非結核性慢性腸疾患患者 ニテ造影劃囁取後

三時間 目ノ透視 二於 テ盲腸部充實 ヲ讃明 セ

シ者一例 ノ胃液酸度拉 ビニ胃液分泌曲線

240

ト

2・1 3・14・16・1751g・12・1・8・

2 41・2 ・sl】81

時間(分) 10

卜656130221010

 

50
召

-
「遊離盤酸

総 酸 度

/
ワ

.5

4

酸 〃
度

〃
0ノ 〃2〃3〃4・ 〃

時間(分)

6eクSgo/2e /80
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非結核性慢性腸疾患患者 ニテ造影酎囁取

後八時間 目ノ透視 二於 テ漸 ク盲腸部充實
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240

1…7

・2・1 180601 7519040時間(分ノ ・・i2・13・

134・5i2・ ・6
25・6127・413S・45・51…31・8・7

1・9・81・4・322・514…145・514・ ・sl55・6152・3137・2

灘 盤 酸i4・ ・

維 酸 劇 …7

1 ! k.1
} { i………袈鵜 美1
1

汰 /
＼

＼
拍 ＼

ノ1 ＼ ＼

1 _」
、
＼1

＼1

1 / / ↑ ＼. ＼i
」 / !ノ 1＼ ＼ ＼

「 o/F/
'

＼ ＼ ＼
/

デ
/

/ γ 1

＼ 、＼
＼ 凸r曙=

＼ 、

凶
1

60

∬

40

3。

忽

酸 ノρ

度

24a180ノ2066 7S90
"繭

時間(分)

 

ノ
李
均
分
泌
曲
線
ガ
、
他

ノ
十
例

二
比

シ
甚
ダ

シ
ク
分
泌
持
長
ヲ
示

シ
テ
居

ル
。
此
關
係

ハ
輕
症
腸
結
核
患
者

二
於
テ

モ
多
少
認

メ
ラ

レ
ル

ガ
、
非
結
核
性
慢
性
腸
疾
患
患
者
デ

ハ
殆

ン
ド
認

メ
得
ナ
イ
、
(笙

二
+
二
表
及
ビ
第
十
四
圖
乃
至
第
三
十
五
表
及
ビ
第
十
七
圖
)
。

其
他
仔
細

二
腸
管
各
部

二
於
ケ

ル
,レ
ン
ト
列

凶
所
見
ト
其
他

ノ
病
状

ト
ノ
關
係

ヲ
封
比

ス
ル
時

ハ
、
其
間

二
於

テ
甚
ダ
興
味

ア
〃
所
見

ヲ
見

出

ス
。
夫
等

ノ

一
部

二
就
テ

ハ
第
六
同
日
本
結
核
病
學
會
総
會

(結
核
第
⊥
ハ
巻
・
第
五
號
・
昭
和
三
年
五
月
、
六

二
九
頁

.参
照
)
二
於

テ
述

ペ
タ
。

殊

二
其
際
重
症
腸
結
核
患
者

ノ
小
腸
内
容
排
出
蓬
廷

ハ
、
盲
腸
部
以
下

二
於

ケ
〃
病
纐
、部

ノ
自
然
的
疵
護
現
象
ト
見
倣

シ
得

ペ
キ

コ
ト
ヲ
述

ペ
タ
。
此
等

ノ
黙

二
關

シ
テ

ハ
其
後
造
影
捌
食
後

ノ
透
視

ノ
度
歎

ヲ
今
少

シ
ク
増

シ
テ
槍

シ
タ
例
数
ガ
可
ナ
リ
多
数

二
上
ッ
テ
居

ル
ガ
、
夫
等

原

著

後
藤
ー1
腸
結
核
ノ
研
究

九
六
三



原

著

後
藤
"
腸
結
核
ノ
研
究

九
六
四

ハ
他
日
ノ
報
告

二
譲

〃
コ
ト

・
シ
、
鼓

二
圭
ト
シ
テ
腸
結
核
患
者

ノ
胃
液
分
泌
曲
線

ト
、
胃
及
ビ
小
腸
内
容
排
出
時
間
拉
ビ

ニ
盲
腸
充
實
起

始
時
間
ト
ノ
間

二
、
上
述

ノ
檬
ナ
密
接

ノ
關
係
ノ
存

ス
ル
事

ヲ
高
唱

ス
〃

二
止
メ
ル
。
而

シ
テ
此

ノ
所
見

ハ
腸
結
核
患
者
殊

二
重
症

ノ
者

二
於

テ
、
腸
内
容

ノ
移

行

二
依

ル
病
憂
部

ノ
刺
戟
ガ
胃
液
分
泌
持
長

ヲ
來

ス
因
子
ヲ
ナ

ス
ト

ノ
既
述

ノ
推
論
ヲ

一
層
裏
書
キ

ス
ル
モ
ノ
ト
信
ズ

ル
。

第
六
章

総

括

】
、
本
篇

二
於

テ

ハ
主

ト
シ
テ

レ
ー

列
ア

ス
氏
分
劃
的
槍
査
法

二
依
リ
、
腸
結
核
患
者

ノ
胃
液
分

泌
状
態

ヲ
槍

シ
、
之

ヲ
該
患
者

ノ
胃
拉
ビ

ニ
腸

ノ
図

ン
ト
ゲ
図

槍
索

ノ
所
見

ト
封
比

シ
、
併

セ
テ
其
分
泌
異
常

ノ
機
制
作
用

二
論
及

シ
タ
モ
ノ
デ

ア
ル
。

二
、
重
症
腸
結
核
患
者

ノ
塞
腹
時
胃
液

ハ
比
較
的
分
泌
過
多

ノ
欺
態

ニ
ア
ル
、

三
、

エ
ワ
ル
ド
・
ボ
ア

ス
氏
試
験
朝
食
後
腸
結
核
殊

二
重
症

ノ
者

ハ
、
分
泌
持
長
即

チ

て
Φ邑
。・5
三

ξ
需
轟
息
舞
曳

二
近
似

ノ
分
泌
曲
線

ヲ
示

ス
者
ガ
多
イ
、

四
、
試
瞼
朝
食
後

ノ
最
高
酸
度

ハ
正
常
範
園
デ

ア
ル
ガ
、
之

二
達

ス
ル
時
間

ハ
渥
延

シ
テ
居

ル
。
從

ッ
テ
食
後

一
時
間
ノ
胃
液
酸
度

ハ
腸
結

核
患
者
デ

ハ
正
常
値
以
下

二
位

ス
ル
者
ガ
多
イ

五
、
重
症
腸
結
核
患
者

ノ
胃
液
盤
素
量
及
「
ペ
プ

シ
ン
」
量

ノ
曲
線

モ
、
酸
度
曲
線

二
卒
行

シ
テ
持
長
型
ヲ
示

ス
。

⊥
ハ
、
輕
症
腸
結
核
患
者

二
於

テ

ハ
此
關
係

ハ
徐
程
健
康
人

ノ
夫

二
近
イ
。

七
、
重
症
腸
結
核
患
者

ノ
胃

ハ
歎

々
弛
緩
・
下
垂
型
ヲ
示

シ
、

ソ
ノ
内
容
排
出
時
間

ハ
逞
延

ス
ル
者
ガ
多
イ
。
但

シ
爾
者

ノ
關
係

ノ
ミ
ニ
依
テ

内
容
排
出
逞
延

ハ
説
明

シ
得
ラ

レ
ナ
イ
。

八
、

重
症
腸
結
核
患
者

ノ
小
腸
内
容
排
出
時
間

ハ
著

シ
ク
遅
延

シ
テ
居

ル
。

九
、
以
上
胃
内
容
及
ビ
小
腸
内
容
排
出
時
間

ノ
逞
延

シ
タ
者

二
、
胃
液
分
泌
曲
線

ノ
持
長
型
ヲ
示

ス
者
ガ
多
イ
。

十
、
以
上

ノ
關
係

ハ
輕
症
腸
結
核
患
者

ニ
ハ
著
明
デ
ナ
イ
。

十

一
、
重
症
腸
結
核
患
者
ノ
盲
腸
充
實
起
始
時

間

ノ
早
イ
者

ハ
、
逞
イ
者

ヨ
リ
モ
胃
液
分
泌
曲
線

ノ
持
長
ガ
著
明
デ

ア
ル
。
此
關
係

モ
叉
輕

症
腸
結
核
患
者
デ

ハ
輕
度

ニ
シ
カ
認

メ
ラ

レ
ヌ
。

-



十

二
、
此
等

ノ
關
係

ハ
腸
結
核
患
者

ノ
胃
液
分
泌
曲
線

ノ
持
長

ガ
、
腸
内
容

二
依

ル
腸
管
病
憂
部
ノ
刺
戟

ノ
爲

二
、
植
物
神
経

ノ
刺
戟

セ
ラ

ノ

ル

・
事

ト
密
接

ノ
關
係

ノ
ア
ル
事

ヲ
推

論

セ

シ
メ
ル
.

"
,ゴ

幽亀

棚

筆

二
臨

ミ

、

恩

師

大

里

敷

授

ノ

不

断

ノ

御

指

導

ト

懇

切

ナ

ル

御

校

閲

二
封

シ

、

鼓

二
特

筆

シ

テ

衷

必

功

り

戚

謝

ノ

意

ヲ

表

ス

。

引

用

文

献

.喝

一
)

蓄

に
雷
≡

≡

ゆ
;

三

ハ含

・・
。冨

謬

言

。
蚤

p
σ・
一δ
・・鼻

今

門
ぎ

2
.2

り
、『
,当

ζ
護

。
=
」

。
じ
巳
●

巳
闘)
鵠
喜

図を

」

じ
脚

.墾

。・ω
Φ
器

㏄
¢
幕

二
c
=

量

'
<
①
巳
9
§

σ・
。・含

伍。
p

】
り
虞

・

・。
)

圃"套

㊤
ど

一)
巴

レ

Σ

・
ノ<
・・
uu
」
・
鋒

。。
』

§

・
寒

(ψ・

ト一)

回w。
鍋御～

N
霧

含

.』

≡

デ

7
{。
(r

じ。
血
."詳

。。
」

ヨ

曽
崔

c
』

甚

一歪

鼻

量

7、冥

。
=
・

り

づ

に

る

ぎ
、⇔
三
皇

琶

一・
露

・。
・

g

冨
e
一
量̂
、
噌
今
員

>
H、6
一一一<

h
・
・、
①
・。
9
一5
見

」
、・。
剛c
ダ

ロ
《=

・。
ジ

』

」

。
(
.刈
・
甲

・・
量

¢
㏄
。
^
三

)
蔓

。
r

じ。
(=

淫

』

二

一三

・

e

鵠
e
=
㊤
閏国
・

巽

●
罫

鮎
●
』
。
舞

』

}
勺
・
図
。
。
』

}旨

・

d
)

距

.ー

哩

乙

ぎ

ξ

z
;̂

二

三

2

ぎ

;

二
ζ

三
多

』

塁

同乏

.・

匙

"ぞ

彗

。
=
ρ』

琴

。・
)

^
輩

」
三
=
≡

.

↓
ぴ
。

閑
。
舞

σ。
①
藝

窪
α・
3

。・
冨

。
{

α
一・・
¢
。
釜

。
州

二
・(;

=
ヨ

①
=
琶

.ソ

.

箋

鈷

日
産

・

¢
)

e
葺

圏}

魯

=

二
』

『
φ
三

.崖

～

蚕

旨

ず
レ

建

・
乏

.」
2
。
●
参

。。
●
卜。
蒔
。。
♪

H
¢
。
・。
●

一
。
)

ロ
リ

団
》
≧

回三

'

℃
ま

α・
2

>
三

θ
貯

しu
F

≡

・
㏄
」

¢
・。
』

メ
一("・

]
H
)

量

9
喫
諭
角幽
・

蚕

ド
三

;

●
(
蜘・
9

.二
凝

。
7

臣

』

=

山
●
静w
・

H
図
)

」
三

ぎ

長

]"
ρ

一)
窪

・
〉
尋

'
h
』

旦

ヨ

。
α
」

匿

.
峯

o
L

旨

o
。

]
"w,)

冒

2

回
剛・

≧

、島

h
・

<

Ω
。α
餌
毎

竪

『
.餌
三
凶
}ノ

望

・

",コ
'
ω
.
匿

」

哩

建

●

]
土

暫
即幕

琴

魯

F

N
簿

ω
』

穿
ぎ

竃

①
缶
4

∪口
血
●
β

Q。
』

。。
一
"

ロ

日
箪

・。
・

H
α
)

野

・饒・
器

・一

ぎ

・ゴ
『
・

〈

置
.・旨ぎ

'ノ.。・

〉
一.(.剛ρ
ご

じ
【=

0
8

伍
・
B

沖

】
γ
・。
ぴ
.

】
ε

マ
、・縄
三

■乏

Ψ
葬

「
9
・『
6
7
憎
;

しσ
」
』

声

=

.
ト

蒙

訂
・ぴ
・
(・ゴ

『
.
霧

三

鴨

罫

毒

ユ
p

巨

。・
.

き

回㌔
e
ゴ
,竃

』

崔

膠
吟."匿

a

窪
乙

国
営

♂
《
回《
:

}
。
∈
、・
〉

幕

リ

フ
、戸
.(劉

〉
㏄
㏄
c
今
」

1
、・
=

ρ

ワ

H
c
に
ご

三

ぴ
.

ε

団
㌔雲

.斎

.コ

乞

§

三

凶
圏三

弓
空

』
。
⊆
『
●

〉
ヨ

①
『
・

セ

】≦
う
剛̂・
〉
帆い。
6●レ

.。
=

}μ

℃
」

(ヨ

]
三

刈
・

ど

霊

。
凶幼
ゐ
穿

9

藁
、実
・
〔『

=
&

玩

=
.島

隻

霧

β・7

躰,w
(ヨ
ニ

2

9

¢
}=
色

博
。
)

叶

璽

浦

疹

訪
宍

購

灘
津

・。
鹸

・

■

這

警

3

匿

5

甜

即

魁

=

,ナ

Σ

烹

壕

噛
蓋

ウ

。

爺

・
e
警

ヨ

憩

〔
.

旨

)

掛

郵

引
・
濡

事

或

鼠
、寒

・
ム

鳶

」

薯

一

翠

旨

)

瀦

確

の

㌔
=
恥

,轟
婁

覇

碑
参

譲

雛

㌃
c

爺

」

笥
警

嘗

婁

乾

・

ン
】.・.罫

、
「
・
<

(・一.(茎

蔭

『
,翼

】ピ
』

(
=

瀞

し,
・
§

」

三

』

2
=

め
=
コ
.
z
・)
・
〔葦

」

刈
二̂

一勇

時
ン
)

蹴

翻

ユ
薩

湊

摯

⇒

誹

誤

・
白

デ

α
・濤

・
塗

亡

ハ
・

じ
(ご

書

.e
ハ
.島
画.蜘
・

(ψ
,≡
碁

、『

≡
乙

ン

ニ
霧

3

.一、

剛内
。
三

算
3

含

讐

・・
三
二

芭

二

≧

三
)
⊆
∋

=
己

〉
二
～箪

畠
。
=

{
α
誇

。
只
夢

讐

。
巴

三

一乙

。
臼.

;

;

菱

藍

=

∈
副(=

ぎ

=

(
}…

＼
㏄
筈

坤
籍

=
の

H
'
三

・

に
『
)

書

;
、'

ヨ

.F

●}
。
≡
≠

(・「

。。
≡
'箕
●
<
c
ピ

×
●
2

c
』

¢
・

登

閏

碧

印̂
琴

～

罫

芽

}デ

三

。
鋤
●
ノ
<
・'
=

』

P

Q。
・

旨

ε

仏

三

p

に
ε

瞳
肖
触=
団≡

箏

回
ε

言

・

閃
9
.房
・.『
.払

三

(剛
み

;

三

。

【
一・
ぎ

暑

2
勇

`
望

.
⇔
(=

幽
●
・、
●

躰
"ε

呂

茎

、F

勺
琶

芽

↑二

号

色

。
冨

冨

一
9

①
三

旨

.》.矧

一
¢
日

.

こ。
一
)

欄

田

矯

三

葺

藩

陣》
累

蔓

邸
ケ

旨

一
妻

.
H
嗣
{
・

聾}じ
)

崔

ε

・̂
.ジ

(
坦
」

ん
～

・、ζ
、今
7

{
.
ノ
、
窪

計

量

σq
伍
写

塁

げ
..
ご弓
二
.
鴇
ρ

QD
.
}
ρ

一
芭

P

↓。
笥
)

詔

e
昌
り
『
・

○
・
≦

一
。
コ
・

〉
円
〔・7

h
」

三
ピ

と

乙

●"
bd
(
倒

H
却

Q。
。
詑

少

崔

じ
o
●
〉

一・(.7
・
h
●
ぎ

●
窓

。
α
」

臣

」

時
ψ
㏄
.
蟄

ン
仏

¢
に
ρ

黛

)

国
剛
e
ぎ

・.G
参

甕

臨.=

2
四
:

口
¢
誓
・隔.
匡

α
筈

F

・q
。
冨

巳

二

、零

3
《.琴

。
・

し

≦

¢
崔

〉
;

.
h
.

ぎ

●
竃

①
創
●

匿

」

声

=
」

曽
㏄
・
巳
{
曽
]
{彰

.

躰5

)

國ぎ

薗
国
3

ε

瓜
風h
.署

島

⊆
』

U
・6
三

.・

.璽
・=
多

ヨ

。
霞

≧

、}

略
・
互

●
罫

α
ご

田

」

劇
』

」

"
ω
・

β

謹

『
・

⊃
3

国
幽
⇔
葬

望

。

ぎ

≧

日
箆

=

憎

〈
9
、(
ぎ

餐

§

欝
、～霧

』

二
↑
●

"こ

ぎ

】襲
言

零

…

・

多

巨

・●
7
建

・
芝

・∂
!

、』

・。
L

。
=

・
〉
回.。
7

。
=

ず
㊦

菊
9
一
け
,

σ・
¢
筥
・睾

z
野

露

」

¢
一
じ
●

葦

夢

=

祉
三
斎

摯

.
(謬

'
套

コ

ハ
●

き

)

鵡

鉾

雌

聾

一
諸

雲

壽

華

滋

訟
・甲
●
ゆ
鳶

b

醤

・
=奮

養

捻

参

國
幽
勘碑
画
砿
.̂
聞響
・

婆

=
【.}日
・

7
Σ

●

ノ
<
・♂

宰

.

"ヌ

㏄
●

裳

テ
」

¢
に
ム
.

・三

鼠

∂
葺

≡

≡

・
8

>
三

・
。
h
.
ノ
.集

乞

=
讐

ζ

三

ノ
一y

じコ
α
』

!

㏄
●
(二
ρ

ゴ
》¢
コ

塵

罫

"
釜

貫

と

一寿

7

ヨ
。
L
・
毛

3

宰

.・

コ

葺

…

z
・
多

、
.
n
●
三

。
一・多

二
』

)7
7・ム

)̂
;

;

ぎ

【・7

z
c
!
・
一
三

一
●

・5

国
幽
饒乙
;

'

甲
、≡
三

剛三
乏

望

彗

一。
頓
グ

藷

。
.

書

営

翼

晋

芝

一

,重

(
覆

解

⇒

壽

雛

き

裾

・

原

著

後
藤

"
腸
結
核

ノ
研
究

九
六
五



原

著

後
藤

11
腸
結
核

ノ
研
究

九

六
六

舅

醤

・

参

叫

罐

タ

藩

潮

・

=
量

壽

藤

灘

鎌

欝

諜

灘

』

甫

…

醤

・

3

≡

。
三

葺

N
寡

含

●
、・
一島
p

罫

亀
●』

匙
」

二

●
こ・
刈
ε

。・
。・ゆ
●

き

国

9
`
δ
・

剛回じ2
応口、、・

〉
弓
6露
く

h

<
①り
自
餌
=
5

σ…
げ
§

写

・曽
uu
山
・
・。
∂
。。
・
§

'
毯

・。
●

劇
・。
=

雨

貴

壁

窮

⊃蕪

酌
　蔚

津
夢

惹

ま

デ

お

)

賭ε

芸

薯

。
』

蚤

繭邑

幽<
F

N
①
謬
・。島

弓
・
{…

。
ω・
Φ
×
弓
≧

①
山

・

切
6
』

・
。。
・
婁

謹

α
・

伽
。)

;

・.ー

`
"』

監

諺

鼠

出

∂
尋

こ

。
舞

〉
ヨ
①
同・≧

①
亀
.
》
.・.・
8

<
。
=

8

聾

。
藁

㊤
b・日
・

g

『
。
画幽畳
。
・

u
。
鼻

〉
同.。7

蚕

』

Φ
鎚
・

uu
山

・
ヨ
藁

り
刈
ρ

α
・・)

暴

蓄

三

累
二
'

b・
¢弓
;

ぎ

≦

」

。。
』

鐸

H
。・り
b・
・

診

知
・套

。
二

ε

辱
ー

隆

2

罫

g

写

り.
z
円
』

』

5

毒

笥
目
3
噌
醇帥飼円9

・

∪
2

再』

巴

宅

こ

z
二

・・
り
ω
.
う
・…
』

。
儀
●

ヨ

)

罫

…

・'

〉
円
。=

<
Φ
爵

彗

σ・
ωぎ

蒔

げ
●
切
匙

ρ

。Q
・
蔭
。
貫

§

●

謬

轟

・

蕪

罐

婁

蓉

難

・
壽

韓

長

・

3

置
曇

2
回国
噛う
二

ぎ

憂

房
N
(重

Φ
:

・
琴

①

ぎ

.・ぎ

5
σ・
"
日
潟

⇔
●

ン
・・)
蕩

塑

郎

艶

雪

●
。・
醤

●

・。
甫

・
・.郵

-

豊

ρ・
謬

・
り
馨

・

α
⑩
)

蓼印㊦
噌
昇

u
2

;

尋

h

搾
】ヲ

匿

●』

店
…

。
・

。
・)

笥峯

=
3

国
↓
∪
2

け●
〉
尋

.
;

ぎ

罫

山
・建

●
β

ω
.
一
。
ρ

零

.

3

㎞

輿

コ
韮

義

藩

羅

・
霧

囎

・
曇

…

£

減
・

お

)

論

.

妻

襲

σ
巽

霧

雛

・・
卜・
甫

●
郵

●
婆

凋

●
留

甫

・
郵

●
温

』

鹸

』

醤

・

刈
・。
翠

覆

婁

誰

雛

』

鳶

・

お
)

育

骨

一

翼

塁

零

諜

で
器

.
露

●
↓・
二

困
{
・

ε

琴

曇

蓋

茸

鞭
∋

員

〉
『.
=

●
<
。§

暮

σq
ω蚕

写

建

・
つ・↓

。D
.
舞

毯

・。
・

3

㎞
押

糞

慧

萄

薫

・
博
・・
鹸

・
蕗

●

8

;

鉾

壽

和壽

蓋

碧

舳
壽

●
藝

●
っ
;・
測

●

3

汁

璽

熱

蓉

馨

雛

壽

●
糞

●

㊤
颪

.

3

詰

・

翼

奪

奮

佃

羅

・
博
謬

・
H
。
嚢

δ

銭

.

慧

奉

渦

菱

』

・お

琶

っ
3

劉

診

詰

.

前

滋

翻

§

っ・
デ

っ・
嘩

3

詰

談

翼

蒙

嚢

・
露

窪

・
馨

圃
囲
・
聾

凡州・
墨

.
巽

・
§

翠

琶

ξ

]》喜

量

宰

=
罠

ξ

7

色
』

≧

豊

う
」

§

』

店
・
D
●

ぎ

穿

三

婁

国
『・、
①
げ
昌
一ωω㊦

≒

ど
.・。一。

一。
・・
す

uu
茸

。。
・
採

三

p

刈
劇
)

国》。
購
含

遷

ゆ

。・
)蔓

§

u・

・
;

凶.・ー

;

凶.・8

り三

婁

●

ヨ

)

量

ξ

。u
。
9
.・

〉
轟

●矯
じu
島

ω
●

・。
㊤
・。
葛

8

・

δ

雰

飼.口"《=
ら
・

〉
与

{
」

ぎ̂

罫

飢
↓
b。
鎚
・
象

`
。。
』

書

8
ρ

刈
畷
)

男
葺

ヨ

3

・
菱

≒

・
z
二

]
§

刈
。・)

窒

葺

ー

■円♂

N
①
彗

・

{.
峯

コ
.
ヨ
㊦
ζ

山
・
p

。。
・
ン
書

・.
・。
訓
」

。
豪

塁

・

u
・
戸一;

与

乙
凶=
・
葦

確
じ。
【;

⑦噂
萎

8

・・
。)

開
…

暴

』
。
誓

●
〉
ー

琶

●
〉
.・.・。
.
3
<
。
蓬

も

・

α
。
ε

。
寅

・。
一)

"
。
一b馬画印陰
幽
婁

盲

診
詔
野

・

』
ー

・
〉
ー

フ
三

〉
.・.・・
ら
・曽
<
・
=

ζ

葺

謹

・

・…

;

峯

・

≦

ぎ

憂

●
零

・"
z
ま

曽
日
§

。・
。・
)

涛
。
一ゴ与
幽9
惣
。

翻
㊤
國.鱒
噛詔
國四
⇔昌
言

齢9多

』
§

・
〉
ヨ
①
弓・
葦

■
〉
.・.・。
p

〈
。
;

汐

℃
』

り
謹

恥
・
』
・
§

.
〉
ヨ
Φ
呪・
琶

●
〉
ωω
。
6
●"
<
。
;

鳩
℃
・
8

p

霞

典

。・劇
)

男
㊤
画。
昌
。
噌
.

N
①
一齢・。鼻

同
・
h・
乙
5

謹

・・
bu
畠
・
貴

ω
・
コ

曽
H
§

●

・・
諏
)

ぎ

ー

葺

=
の

〉
喜

州●
σ・
・
q・舞

・
穿

.・一。
ξ

=̂

3

。。
●
①
β

お

一
刈
●

。・
⑦
)
ぎ

§

7
●
言

≦

円。
ぴ
。
'ぐ
.・。

〉
弓
6ダ

bu
飢
」

戸

。。
』

亡

・・
・・・・…

刈)
翼

二

,壽

肇

詰

難

●
一
・・
蓉

臨

・

.・

.・
)
鶏

.
華

』

誉

量

轍
藻

』

H
醗

蕪

●

.・
㊤
)

蓼

撫

田
.

耳

簿

嚢

婁

騨

・。
H
鎗
・
曇

・

。
っ
)
孝

…

ー

國肉
噌
…

・
三

猛
二

く
幽・
三

《ヨ

z
り
●
乞

§

ε

塗

。
Σ

長

3

宰

謬

。q
窪
・

毎
餌
-、
冨
。
ω仲ぎ

①
…

k
①
:

乱

∪
帥曇

§

至

8
コ
」

§

』

三

穿

署
。
9
①
尋

=

り
5

z
『●
瓜
こ・
.

§

a
ら
茎

免

∪
2
8.
〉
尋

;

】ヲ

菱

。d
雪

;

韓

馨

糞

舞

謬
….糞

)襲

哺
鐸
コ霧

㎎　調
糞
.隷

譲

霧
黙

謄鶴
ゴ

...)鍵

灘

馨

叢

誘

婆

卵
∴
纂

三鱗
講
織
舞

類
謡

=脚翻驚

讐
難

藩

細嶽

繋

繋

糞

趣

騨.擁
鋳

難

襲

蔭

〔箋

鍛
毒

日り昌　、)聖
.謬




